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主な内容主な内容
● ●  由布市は市制施行２０周年を迎えます！（P３） 由布市は市制施行２０周年を迎えます！（P３）
● ●  定期監査の結果を公表します（P３） 定期監査の結果を公表します（P３）
● ●  由布市の予算をお知らせします（P６～P９） 由布市の予算をお知らせします（P６～P９） 写真は庄内町大津留地区のミツマタ群生地の様子写真は庄内町大津留地区のミツマタ群生地の様子
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市政ニュース
　

令
和
７
年
第
１
回
由
布
市
議
会
定
例
会
の
開
会
に
あ
た
り
、

令
和
７
年
度
の
市
政
運
営
に
向
け
て
５
つ
の
基
本
姿
勢
に
つ
い

て
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

１
、
『
安
全
・
安
心
で
快
適
な
ま
ち
づ
く
り
』

　

毎
年
の
よ
う
に
全
国
で
も
大
規
模
な
自
然
災
害
が
続
い
て
お
り
、

昨
年
は
由
布
市
に
お
い
て
も
台
風
第
10
号
の
豪
雨
に
よ
り
、
甚

大
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
現
在
も
復
旧
事
業
の
最
中
で
は
あ

り
ま
す
が
、
一
日
も
早
い
復
旧
に
向
け
優
先
し
て
事
業
に
取
り

組
ん
で
参
り
ま
す
。

　

ま
た
、
令
和
２
年
に
発
行
し
た
「
由
布
市
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
」

の
改
訂
版
と
し
て
、「
由
布
市
防
災
マ
ッ
プ
」
を
作
成
し
、
市
内

全
戸
配
布
い
た
し
ま
し
た
。
今
後
も
、
災
害
に
強
い
「
安
全
・

安
心
な
ま
ち
づ
く
り
」
を
目
指
し
て
参
り
ま
す
。

　

都
市
基
盤
の
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、「
由
布
市
都
市
計
画
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
や
「
立
地
適
正
化
計
画
」
に
基
づ
き
、
計
画

的
な
都
市
形
成
を
図
り
な
が
ら
、
将
来
に
わ
た
っ
て
持
続
可
能

な
ま
ち
づ
く
り
と
災
害
に
強
い
居
住
地
の
形
成
を
引
き
続
き
目

指
し
て
参
り
ま
す
。

　

次
に
、
公
共
交
通
網
の
取
り
組
み
で
す
が
、「
み
ん
な
で
守
り
・

育
て
る
、
持
続
可
能
な
公
共
交
通
」
の
実
現
を
目
指
し
て
、
利

便
性
の
向
上
に
向
け
た
路
線
の
拡
充
を
図
り
、
誰
も
が
利
用
し

や
す
い
公
共
交
通
網
の
充
実
を
進
め
て
参
り
ま
す
。
ま
た
、
多

様
化
す
る
住
民
の
移
動
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
て
い
く
た
め
、
多
様

な
主
体
が
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
を
活
か
し
た
公
共
交
通
の
運
営
を

支
え
る
仕
組
み
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　

生
活
環
境
に
関
し
て
の
取
り
組
み
は
、
市
内
で
散
見
さ
れ
る

ご
み
の
ポ
イ
捨
て
に
対
し
、「
由
布
市
ポ
イ
捨
て
等
の
防
止
に
関

す
る
条
例
」
を
令
和
７
年
４
月
か
ら
施
行
し
、
市
民
お
よ
び
事

業
者
、
交
流
者
の
皆
さ
ま
と
協
働
し
て
対
策
に
取
り
組
ん
で
参

り
ま
す
。

　

次
に
、
重
要
な
イ
ン
フ
ラ
で
あ
る
水
道
に
つ
い
て
で
す
が
、「
由

布
市
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
」
の
基
本
理
念
で
あ
る
「
豊
か
な
水
環
境

を
未
来
へ
つ
な
ぐ
ゆ
ふ
の
水
道
」
の
実
現
に
向
け
、将
来
に
わ
た
っ

て
健
全
な
水
道
事
業
を
維
持
し
、
安
全
か
つ
安
定
し
た
水
道
供

給
を
持
続
す
る
た
め
、
老
朽
施
設
の
更
新
や
施
設
の
耐
震
化
を

計
画
的
に
進
め
る
と
と
も
に
、
挾
間
浄
水
場
浄
水
池
の
新
設
工

事
に
よ
り
、
水
道
の
安
定
供
給
の
向
上
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

　

２
、
『
人
を
育
む
ま
ち
づ
く
り
』

　

無
限
の
可
能
性
を
秘
め
、
地
域
の
宝
で
あ
る
子
ど
も
た
ち
の
、

健
や
か
な
成
長
を
見
守
り
、
安
心
し
て
育
む
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
保
育
所
等
の
「
待
機
児
童
ゼ
ロ
」
に
向
け
て
の
対
策
、「
高

校
生
等
医
療
費
助
成
事
業
」
や
３
歳
未
満
児
を
対
象
と
し
た
「
す

く
す
く
お
む
つ
ク
ー
ポ
ン
券
配
布
事
業
」
を
継
続
し
て
参
り
ま
す
。

新
た
に
認
可
保
育
所
等
の
３
歳
未
満
児
第
一
子
の
保
育
料
無
償

化
の
実
施
に
よ
り
認
可
保
育
所
等
の
保
育
料
完
全
無
償
化
、
放

課
後
の
居
場
所
づ
く
り
の
た
め
の
ゆ
ふ
い
ん
児
童
ク
ラ
ブ
、
く

す
の
き
児
童
ク
ラ
ブ
の
建
設
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　

ま
た
、「
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
」
に
お
い
て
、
全
て
の
妊
産

婦
や
子
育
て
世
帯
の
一
体
的
な
相
談
支
援
を
行
い
、
要
支
援
児

童
な
ど
へ
の
支
援
体
制
を
強
化
し
て
参
り
ま
す
。

　

今
後
も
、
家
庭
・
地
域
・
学
校
・
企
業
・
行
政
が
そ
れ
ぞ
れ

の
役
割
を
果
た
す
中
で
、
連
携
し
て
、
子
育
て
に
関
わ
る
切
れ

目
の
な
い
寄
り
添
っ
た
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、「
子
育
て
応
援
日

本
一
」
を
目
指
し
て
参
り
ま
す
。

　

ま
た
、
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
を
支
え

る
た
め
、
令
和
７
年
度
よ
り
幼
稚
園
、
小
・
中
学
校
の
給
食
無

償
化
、
な
ら
び
に
認
可
保
育
所
等
の
４
.
５
歳
児
の
給
食
費
の

補
助
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　

３
、
『
医
療
、
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
』

　

急
速
な
少
子
高
齢
化
社
会
の
進
展
に
あ
っ
て
、
高
齢
者
世
帯

は
年
々
増
加
傾
向
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
住
み
慣
れ
た
地
域
で

自
分
ら
し
い
生
活
が
安
心
し
て
送
れ
る
よ
う
、
相
談
体
制
の
充

実
を
図
る
と
と
も
に
、
多
職
種
に
よ
る
在
宅
医
療
・
介
護
連
携

を
推
進
し
、
包
括
的
な
支
援
体
制
の
充
実
に
加
え
て
、「
本
人
の

選
択
と
本
人
・
家
族
の
心
構
え
」
と
し
て
人
生
会
議
の
取
り
組

み
を
推
進
し
て
参
り
ま
す
。

　

次
に
、
健
康
づ
く
り
の
推
進
に
つ
い
て
、
昨
年
度
策
定
い
た

し
ま
し
た
「
第
３
期
由
布
い
き
い
き
プ
ラ
ン
」
に
基
づ
い
て
、

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
健
康
意
識
や
健
康
行
動
を
高
め
る

た
め
の
啓
発
活
動
や
健
康
教
育
な
ど
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　

他
に
も
健
康
教
室
な
ど
「
第
３
期
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
」
に

基
づ
き
、
健
康
・
医
療
情
報
を
活
用
し
た
効
果
的
な
保
健
事
業

を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
生
活
習
慣
病
の
予
防
お
よ
び
重
症

化
予
防
に
つ
な
げ
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
健
康
維
持
お
よ
び
医
療

費
の
適
正
化
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　

４
、
『
産
業
振
興
の
ま
ち
づ
く
り
』

　

市
内
中
小
企
業
者
の
支
援
施
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
急
速
に

進
む
物
価
高
騰
や
人
手
不
足
な
ど
、
厳
し
い
経
済
社
会
情
勢
の

変
化
に
対
応
し
、
生
産
性
向
上
を
目
的
と
し
た
Ｄ
Ｘ
化
や
販
路

拡
大
、
人
材
育
成
や
労
働
環
境
の
改
善
な
ど
を
支
援
す
る
と
と

も
に
、
人
手
不
足
緩
和
に
向
け
令
和
６
年
度
に
導
入
し
た
短
期

就
労
マ
ッ
チ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
「
ゆ
ふ
マ
ッ
チ
ボ
ッ
ク
ス
」
の
活

用
推
進
を
図
り
、
市
内
事
業
者
の
発
展
と
地
域
経
済
の
活
性
化

に
向
け
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　

観
光
施
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
市
内
各
観
光
協
会
な
ど
と
の

連
携
を
図
り
な
が
ら
観
光
素
材
の
磨
き
上
げ
に
取
り
組
む
中
で
、

由
布
市
全
体
の
周
遊
観
光
に
つ
な
が
る
施
策
を
推
進
し
「
住
ん

で
よ
し
、
訪
れ
て
よ
し
」
の
観
光
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

参
り
ま
す
。

　

次
に
農
業
振
興
に
つ
い
て
で
す
が
、
担
い
手
の
確
保
・
育
成

を
推
進
す
る
た
め
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
フ
ァ
ー
ム
で
の
就
農
体

制
を
図
る
と
と
も
に
、
既
存
の
研
修
制
度
や
専
門
員
に
よ
る
営

農
指
導
に
よ
り
園
芸
推
進
品
目
の
産
地
拡
大
と
経
営
安
定
に
向

け
た
取
り
組
み
を
継
続
し
ま
す
。
ま
た
、
地
域
ブ
ラ
ン
ド
確
立

に
向
け
て
、
一
般
社
団
法
人
「
ユ
フ
イ
ズ
ム
」
と
協
働
し
、
由

布
市
の
魅
力
発
信
と
１
次
・
２
次
・
３
次
産
業
の
一
体
的
な
好

循
環
を
図
る
取
り
組
み
を
支
援
し
て
参
り
ま
す
。

　

５
、
『
未
来
へ
持
続
可
能
な
行
政
運
営
』

　

ま
ち
づ
く
り
の
主
人
公
は
市
民
で
あ
る
と
の
理
念
の
も
と
、

市
民
皆
さ
ま
の
想
い
を
尊
重
し
、
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
に

向
け
「
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
の
設
立
支
援
」
に
引
き
続
き

取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　

ま
た
、
質
の
高
い
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
と
行
政
事
務
の
生

産
性
向
上
に
向
け
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用
に
よ
り
、
行
政
事

務
の
デ
ジ
タ
ル
化
や
情
報
シ
ス
テ
ム
の
最
適
化
に
取
り
組
み
、

積
極
的
に
「
自
治
体
Ｄ
Ｘ
」
を
推
進
し
て
参
り
ま
す
。

　

令
和
７
年
度
は
、
当
市
が
誕
生
し
て
20
年
を
迎
え
る
節
目
の

年
で
あ
り
、
私
に
と
り
ま
し
て
も
２
期
８
年
の
最
終
年
に
当
た

り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
、
ふ
る
さ
と
“
由
布
市
”
の
輝
く
未
来
と

発
展
に
向
け
、「
安
全
・
安
心
に
暮
ら
せ
る
市
民
生
活
を
第
一
に
」

と
の
強
い
決
意
の
も
と
﹃
地
域
自
治
を
大
切
に
し
た
、
住
み
よ

さ
日
本
一
の
ま
ち
由
布
市
﹄
を
目
指
し
取
り
組
ん
で
参
り
ま
し
た
。

特
に
こ
れ
か
ら
の
由
布
市
を
思
う
と
き
、
将
来
を
担
う
子
ど
も

た
ち
へ
の
支
援
は
地
域
の
持
続
的
な
発
展
の
た
め
に
重
要
で
あ

る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
令
和
７
年
度
は
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
に
加
え
、

「
給
食
費
の
無
償
化
」
な
ど
、
子
育
て
支
援
の
充
実
を
さ
ら
に
図
っ

て
参
り
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
育
み
を
未
来
へ
の
投
資
と
し
、
５
つ
の
基
本

姿
勢
に
基
づ
き
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
由
布
市
を
創
り
あ

げ
て
参
り
ま
す
。

　地方自治法第１９９条第４項および第５項の規定に基づき、令和６年度の定期監査を実施しましたので、その
結果についてお知らせします。

監査委員　大　塚　裕　生
監査委員　平　松　惠美男

　令和７年１月１４日から２２日まで、市長部局、教育委員会、議会や農業委員会などの各事務局、消防本部に
おける財務事務を対象に定期監査を行いました。
　令和６年度に執行された財務事務を主に、予算の執行が計画的かつ効率的に行われているかなどを着眼点とし、
各課から関係資料・書類の提出を求め、所属長および担当者からの説明聴取や質疑応答により実施しました。
　監査の結果、本監査に係る事務および事業については、おおむね適正に処理されていると認められました。た
だし、引き続き検討の必要がある事項として、市有財産の維持管理や将来の方向性に関すること、大雨などの災
害に備えた計画的な基盤整備に関すること、急激な観光客の増加による由布院盆地内を中心とするごみ捨てマ
ナー問題への取り組みに関すること、職員の労務管理に関することなどについて挙げております。
　本監査の意見・感想としましては、各課の所管する懸案事項について、特に不用額の縮減においては、各部署
の取り組みにより年々改善が図られております。より一層、限られた予算の有効活用に努められるよう期待する
とともに、長期にわたり問題解決に向けて取り組んでいる事案については、今一度内容を検証し、解決に向けた
取り組みを進めていただきたいと考えております。
　また、少子化対策については、市全体の問題として憂慮しております。要因が経済面、社会面と多岐にわたり、
簡単に解決できる問題ではないことは理解しておりますが、将来的に地域の存続が困難になっていくことが懸念
されます。関係部署で連携し、対策に取り組まれることを期待しております。
　最後に、本年は由布市合併２０周年の節目を迎える年であり、将来の輝かしい由布市に向けての新たな第一歩
となる年でもあります。引き続き自主財源の確保に一層努めるとともに、選択と集中による事務事業の見直しを
進め、効果的な予算執行により、将来に向けた必要な投資などが確実に実施されるよう期待しております。

定期監査の結果を公表します

　平成１７年１０月１日に３町の合併により由布市が誕生し、本年、市制２０周年を迎えます。
　この節目にあたり、未来へ向けて夢と希望にあふれた出発点とするため、市民皆さんとお祝いし市の一体感を
醸成する協賛事業を募集します。

由布市は市制施行２０周年を迎えます！

　詳しい内容と申請書類などは、由布市公式ホームページをご確認ください。
●問い合わせ　総務課　☎０９７－５８２－１１１２

　由布市制施行２０周年を市民の皆さんと一緒にお祝いし、盛り上げていくため、市民団体などが主催する事
業を２０周年記念協賛事業として募集します。
●対象事業　５月１日㈭から令和８年３月３１日㈫までに実施する事業
●  支援内容　冠事業として承認された事業は、冠名・ロゴマーク・のぼり旗の使用が可能となり、
由布市公式ホームページに掲載。
※財政的な支援はありません。

市民団体などが主催する「冠事業」を募集します！～由布市制施行２０周年記念　協賛事業～

市政２０周年のキャッチフレーズ・ロゴマークが決定しました

２０年分の感謝を絆に　未来へ繋がる由布市
　由布市制施行２０周年を記念してキャッチフレーズ・ロゴマークを制作
しました。市制施行２０周年の啓発にかかるものであれば、使用すること
ができます。

◀
由
布
市
制
施
行
20
周
年

　

記
念
ロ
ゴ
マ
ー
ク

▲由布市公式
　ホームページ
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一般職員

新所属・職名 氏　名 旧所属・職名

課長級

総務課　課長 古　長　誠　之 同課　課長兼事務局長

総合政策課　課長兼室長 米　津　康　広 湯布院振興局地域振興課　局長兼課長

湯布院振興局　地域振興課　局長兼課長 一　野　英　実 農林整備課　課長

会計課　会計管理者 平　野　浩一郎 消防本部消防総務課　課長

市民課　課長兼室長 長　田　瑞　穂 税務課　参事兼室長

人権・部落差別解消推進課　課長 後　藤　康　成 監査・選挙管理委員会事務局　事務局長心得

水道課　課長 平　山　浩　二 湯布院振興局地域振興課　参事兼室長

都市景観推進課　課長 伊　藤　　　学 同課　課長心得

教育委員会　学校教育課　課長 岩　田　正　明 同課　参事

教育委員会　スポーツ振興課　課長 松　本　知　行 財政課　参事兼室長

監査・選挙管理委員会事務局　事務局長 工　藤　秀　紀 市民課　課長心得兼室長

農業委員会事務局　事務局長 藤　川　恭　司 教育委員会学校教育課（給食センター）　所長

環境課　課長心得 小　俣　　　功 商工観光課　課長補佐

農林整備課　課長心得 秦　野　一　成 同課　課長補佐

消防本部消防総務課　課長心得 宮　本　貴　士 教育委員会教育総務課　課長補佐

参事級

財政課　参事兼室長 佐　藤　圭　次 建設課　課長補佐

税務課　参事兼室長 佐　藤　和　俊 同課　課長補佐

湯布院振興局　地域振興課　参事兼室長 工　藤　拓　史 環境課　課長補佐

農政課　参事 藤　原　博　文 大分県

教育委員会　学校教育課　参事 福　田　英　隆 同課　課長補佐

教育委員会　学校教育課（給食センター）　所長 山　田　尚　志 市民課　課長補佐

課長補佐級

会計課　総括課長補佐 安　東　ま　み 同課　課長補佐

教育委員会　社会教育課　総括課長補佐 長谷川　美由紀 同課　課長補佐

議会事務局　総括課長補佐 富　川　由　佳 同課　局長補佐

総合政策課　課長補佐 在　津　典　良 湯布院振興局地域振興課　課長補佐

財政課　課長補佐 利　光　貴　之 人権・部落差別解消推進課　課長補佐

税務課　課長補佐 田　代　憲　哉 財政課　課長補佐

市民課　課長補佐 江　戸　　　陽 総合政策課　課長補佐

健康増進課　課長補佐 黒　木　達　哉 挾間振興局地域振興課　課長補佐

商工観光課　課長補佐 木　原　智　子 保険課　課長補佐

挾間振興局　地域振興課　課長補佐 岡　部　栄　二 農政課　課長補佐

農業委員会事務局　局長補佐 生　野　敏　博 健康増進課　課長補佐

総務課　課長補佐 秋　吉　　　剛 同課　主幹

保険課　課長補佐 松　下　桐　子 挾間振興局地域振興課　主幹

環境課　課長補佐 堀　田　雅　士 都市景観推進課　主幹

建設課　課長補佐 佐　藤　芳　規 財政課　主幹

庄内振興局　地域振興課　課長補佐 大久保　　　誠 農政課　主幹

湯布院振興局　地域振興課　課長補佐 高　田　信　明 同課　主幹

教育委員会　教育総務課　課長補佐 二　宮　有　美 総務課　主幹

教育委員会　学校教育課（由布院幼稚園）　課長補佐 佐　藤　真　記 同課（挾間幼稚園）　主幹

市職員人事異動 由布市職員の人事異動が、４月１日付けで行われました。副主幹級以上
の異動および新規採用職員については、次のとおりです。

総括主幹級

環境課（環境衛生センター）　総括主幹 日　野　雄　二 同課（環境衛生センター）　参事

環境課（環境衛生センター）　総括主幹 鶴　岡　玲　司 同課（環境衛生センター）　総括課長補佐

主幹級

総務課　主幹 南　　　岳　嗣 挾間振興局地域振興課　主幹

人権・部落差別解消推進課　主幹 長　尾　　　郁 水道課　主幹

農政課　主幹 古　長　寛　幸 財源改革推進課　主幹

農林整備課　主幹 二　宮　悦　郎 挾間振興局地域整備課　主幹

教育委員会　学校教育課（給食センター）　主幹 佐　藤　忠　文 健康増進課　主幹

教育委員会　学校教育課（挾間幼稚園）　主幹 帆　足　亜紀子 同課（西庄内幼稚園）　主幹

総合政策課　主幹 片　桐　直　英 総務課　副主幹

水道課　主幹 長　田　康　宏 挾間振興局地域整備課　副主幹

福祉事務所　福祉課　主幹 柿　木　千　夏 同課　副主幹

福祉事務所　子育て支援課　主幹 上　村　健　治 湯布院振興局地域振興課　副主幹

挾間振興局　地域振興課　主幹 生　野　陽　子 同課　副主幹

挾間振興局　地域整備課　主幹 安　部　潔　徳 同課　副主幹

教育委員会　教育総務課　主幹 田　代　香　織 福祉事務所福祉課　副主幹

教育委員会　学校教育課　主幹 新　納　隆　司 大分県教育委員会

副主幹級

総務課　副主幹 小笠原　真由美 福祉事務所福祉課　副主幹

総務課　副主幹 雨　宮　輝　明 農政課　副主幹

総合政策課　副主幹 北　﨑　英　梨 由布市まちづくり観光局　副主幹

財政課　副主幹 阿　部　大　信 教育委員会教育総務課　副主幹

財源改革推進課　副主幹 福　山　勇　司 福祉事務所子育て支援課　副主幹

税務課　副主幹 阿　部　八　重 監査・選挙管理委員会事務局　副主幹

商工観光課　副主幹 佐　藤　孝　宣 ツーリズム大分　副主幹

商工観光課　副主幹 鶴　岡　良　子 総合政策課　副主幹

農政課　副主幹 藤　原　和　久 福祉事務所　子育て支援課

都市景観推進課　副主幹 太　田　和　章 福祉事務所高齢者支援課　副主幹

福祉事務所　福祉課　副主幹 志　手　翔　祐 挾間振興局地域振興課　副主幹

挾間振興局　地域振興課　副主幹 三重野　鎌太郎 総合政策課　副主幹

挾間振興局　地域振興課　副主幹 小　野　ま　り 総務課付　副主幹

湯布院振興局　地域振興課　副主幹 八　川　　　薫 教育委員会社会教育課　副主幹

教育委員会　学校教育課（西庄内幼稚園）　副主幹 松　下　修　平 同課（由布院幼稚園）　副主幹

教育委員会　学校教育課（由布院幼稚園）　副主幹 高　瀬　みゆき 同課（由布川幼稚園）　副主幹

教育委員会　社会教育課　副主幹 鶴　岡　竜　也 同課（挾間公民館）　副主幹

教育委員会　社会教育課（挾間公民館）　副主幹 廣　瀬　一　平 湯布院振興局地域振興課　副主幹

議会事務局　副主幹 福　水　雅　彦 税務課　副主幹

総務課　副主幹 遠　藤　　　豪 同課　主査

財政課　副主幹 赤　嶺　直　也 同課　主査

税務課　副主幹 牧　　　啓　太 同課　主査

農政課　副主幹 平　野　主　理 同課　主査

建設課　副主幹 後　藤　勇　治 同課　主査

教育委員会　学校教育課　副主幹 森　山　承　孝 同課　主査

新採用職員

総務課　主事 藤　原　匠　海 新採用

財政課　主事 工　藤　匠　馬 新採用

健康増進課　管理栄養士 鈴　木　彩　音 新採用

保険課　保健師 端　元　紫　音 新採用

環境課　主事 小　林　京　平 新採用

建設課　主事 園　田　尚　寛 新採用

福祉事務所　子育て支援課　主事 丸　川　拓　海 新採用

福祉事務所　高齢者支援課　主事 工　藤　来　美 新採用

挾間振興局　地域振興課　主事 藤　井　優　美 新採用

税務課　主事補 中　野　菜々子 新採用

農政課　主事補 三ヶ尻　遼　人 新採用

農林整備課　主事補 宇都宮　直　日 新採用

湯布院振興局　地域振興課　主事補 江　田　朱　莉 新採用

教育委員会　スポーツ振興課　主事補 島　田　奨　大 新採用

消防職員

新所属・職名 氏　名 旧所属・職名

課長級

消防署　署長 大　杉　嘉　則 湯布院出張所・所長

庄内出張所　所長心得 油　布　健太郎 同所・所長補佐

総務課　課長心得 宮　本　貴　士 教育委員会教育総務課・課長補佐

総括主幹級

湯布院出張所　総括主幹 工　藤　英　之 消防署・署長

主幹級

湯布院出張所　主幹 望　月　修　平 同所・主幹

副主幹級

湯布院出張所　副主幹 小　野　圭　介 同所・副主幹

庄内出張所　副主幹 大　野　哲　典 同所・副主幹

警防課　副主幹 鶴　原　慶　介 同課・副主幹

警防課　副主幹 姫　野　大　樹 同課・副主幹

湯布院出張所　副主幹 濱　口　広　太 消防署・副主幹

消防署　副主幹 重　松　浩　平 予防課・副主幹

湯布院出張所　副主幹 麻　生　智　裕 同所・主査

消防署　副主幹 中　野　恭　兵 同署・主査

予防課　副主幹 佐　藤　龍　治 同課・主査

新採用職員

総務課　主事補 衛　藤　逢　夏 新採用

総務課　主事補 後　藤　大　和 新採用

退職者

職　名 氏　名

湯布院振興局地域振興課　総括主幹 杉　田　文　武

健康増進課　総括主幹 馬見塚　美由紀

挾間振興局地域振興課　総括主幹 左　藤　　　毅

税務課　総括主幹 佐　藤　幸　洋

挾間振興局地域整備課　総括主幹 三ヶ尻　郁　夫

教育委員会学校教育課　総括主幹 猪　野　典　子

庄内振興局地域振興課　総括主幹 佐　藤　俊　吾

総務課　総括主幹 庄　　　忠　義

水道課　課長 砂　田　剛　士

会計課　会計管理者 二　宮　啓　幸

人権・部落差別解消推進課　課長 富　川　賢　治

総合政策課　課長兼室長 一法師　良　市

スポーツ振興課　課長 坂　本　猛　芳

環境課　課長 渡　辺　隆　司

教育委員会学校教育課　課長 麻　生　　　久

教育委員会学校教育課　総括課長補佐 山　田　明　美

農業委員会事務局　次長 長　松　喜久一

環境課（環境衛生センター）　総括課長補佐 小　野　高　広

環境課（環境衛生センター）　総括課長補佐 工　藤　　　毅

「はさま未来館　ＤＥＮＫＥＮホール」の
契約更新が決定
　由布市として初めての試みであったネーミングライツに
賛同していただき、パートナー企業となった㈱デンケン
「はさま未来館　ＤＥＮＫＥＮホール」の契約更新が決定
しました。契約の更新に当たり、名称看板の刷新も実施さ
れました。
　更新された契約期間は令和７年４月１日から令和１０年
３月３１日、命名権料は年額５０万円としています。この
収益は施設の保守や修繕などに使われる予定です。
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民生費〔29.8%〕
73億 4,515 万円

公債費〔10.3%〕
25億 2,539 万円

総務費〔17.9%〕
44億 1,165 万円

教育費〔9.5%〕
23億 3,490 万円

衛生費〔9.8%〕
24億 1,769 万円

土木費〔7.6%〕
18億 6,623 万円

消防費〔4.0%〕
9億 7,998 万円

災害復旧費〔4.3%〕
10億 5,091 万円

農林水産業費〔4.7%〕
11億 4,557 万円

商工費等〔2.1%〕
5億 2,637 万円

246億384万円
【目的分類】

● 問い合わせ　財政課　☎０９７－５８２－１１７６

令和７年度一般会計予算

　一般会計予算の歳出【目的別】は、昨年度に比べて、
ゆふいん児童クラブ・くすのき児童クラブ新築工事など
により民生費が７億５，１９４万円（１１．４％）増額、
ごみ処理運搬中継施設整備事業や新環境センター整備事
業などの増額により衛生費が８億６６６万円（５０．１
%）増額、令和６年台風第１０号災害に係る災害復旧費
が１億８，５７９万円（２１．５％）増額となっています。

歳出用語解説

民 生 費 生活保護や児童・高齢者・障がい者などに
対する社会福祉のための費用

総 務 費 庁舎などの管理、企画調整、地域活性化の
ための費用

衛 生 費 医療費助成・健診などにかかる経費やごみ
処理・環境対策のための費用

教 育 費 小中学校の運営や生涯学習、スポーツ振興
のための費用

土 木 費 道路整備、住宅管理、都市計画などのため
の費用

農林水産業費 農林漁業の振興、農林道の整備などのため
の費用

災害復旧費 災害によって生じた被害の復旧のための費用

消 防 費 火災予防や消火活動、救急救助活動のため
の費用

商 工 費 等 商工業や観光振興のための費用
（議会費などを含めています）

歳出用語解説

扶 助 費 児童手当、生活保護、医療費の援助など、
主に福祉・保健・医療にかかる費用

人 件 費 職員の給料や委員報酬など人にかかる費用

物 件 費 光熱水費や委託料など主に施設管理・行政
運営にかかる費用

普通建設事業費 学校施設建設や道路整備など主に工事に関
する費用

公 債 費 過去の借入金の返済にかかる費用

補 助 費 等 各種団体などに対する助成にかかる費用

繰 出 金 一般会計から、特別会計などに支出する費用

維持補修費等 修繕や施設の維持にかかる費用

目的別の予算では、民生
費と衛生費の伸び率が突
出しているんだね。

性質別を見てみると、扶助費や人
件費、物件費にかかる割合が大き
いことがわかるなぁ。

収
入
に
つ
い
て

支
出
に
つ
い
て

人件費〔17.8%〕
43億 7,753 万円

扶助費〔19.1％〕
46億 9,992 万円

普通建設事業費〔14.4%〕
35億 5,630 万円

公債費〔10.3%〕
25億 2,573 万円

補助費等〔9.1%〕
22億 5,269 万円

物件費〔16.8%〕
41億 3,761 万円

維持補修費等〔3.0%〕
7億 3,608 万円

246億384万円
【性質分類】

繰出金〔5.2%〕
12億 6,909 万円

災害復旧事業費〔4.3%〕
10億 4,889 万円

自

依

存

財
源

主
財
源

68.6％

市税〔18.5％〕
45億 5,419 万円

地方交付税〔25.8％〕
63億 4,993 万円

市債〔10.9％〕
26億 7,290 万円

県支出金〔10.3％〕
25億 4,159 万円

国庫支出金〔16.1%〕
39億 6,400 万円

地方譲与税・各種交付金〔5.5%〕
13億 5,698 万円

使用料・
寄附金等〔7.1％〕
17億 3,459 万円　

繰入金〔5.4％〕
13億 4,106 万円

分担金・負担金〔0.4％〕
8,860 万円

31.4％
246億
384万円

　一般会計予算の歳出【性質別】を見てみると、昨年度に比べて、情報環境整
備事業や行政事務情報化推進事業、緊急自動車購入事業の増額により物件費が
１０億３，９９５万円（３３．６％）、みらいふるさと寄附金推進事業の拡充や入
湯税超過課税の開始により積立金が１億５，２０１万円（３４．４%）増額、令
和６年台風第１０号災害に係る災害復旧費が１億８，３７８万円（２１．２％）
増額となっています。

【
目
的
別
】

【
性
質
別
】

令
和
7
年
度

由
布
市
の
予
算
を

お
知
ら
せ
し
ま
す

予算総額

令和７年度一般会計予算

　一般会計予算の歳入は、市税が
３億７，０２４万円の増（８．８％）、
国庫支出金が７億２，４９３万円の
増（２２．４％）と な っ て い る ほ
か、寄附金が１億９，９８４万円の増
（２４．９%）、市債が２億１，３１５万
円の増（８．７％）となっています。
　市税、寄附金の伸びによる増額、
対象事業費の増加による国庫支出金
や市債の増額などを見込んでいます。

　

令
和
７
年
第
１
回
市
議
会
定
例
会
で
議
決
さ
れ
た
一
般
会
計
予
算
額
は
、
２
４
６
億
３
８
４
万
円
で
あ
り
、
前
年
度

に
比
べ
、
18
億
９
，
６
９
４
万
円
の
増
（
8.4
％
）
と
な
り
ま
し
た
。

　

令
和
７
年
度
予
算
は
、
第
２
次
由
布
市
総
合
計
画
重
点
戦
略
プ
ラ
ン
や
第
２
期
由
布
市
総
合
戦
略
に
掲
げ
る
施
策
の

着
実
な
推
進
、
ま
た
、
由
布
市
が
め
ざ
す
ま
ち
づ
く
り
の
目
標
「
地
域
自
治
を
大
切
に
し
た
住
み
良
さ
日
本
一
の
ま
ち
」

の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
を
基
調
と
し
た
年
間
総
合
予
算
と
し
て
編
成
を
行
い
ま
し
た
。

３52億7，019万円

一般会計の市民１人当たりの予算は 約73万円（※）になるよ。
※一般会計予算について　令和７年２月末人口３３，５８６人で算出

自主財源（市の自主的な収
入）より、依存財源（国や
県からもらったお金など）
の割合が大きいなぁ。

歳入用語解説

市 税
皆さんに納めていただく市民
税、固定資産税、軽自動車税、
入湯税、たばこ税など

使 用 料・
寄 附 金 等

市が管理する財産の使用に対
する料金収入やふるさと納税
等の寄附をいただいたお金

繰 入 金 主に基金（市の預金）の取り崩し

地 方
交 付 税

地方ごとに生じる地方税の収
入の差を調整するために、国
から交付されるお金

国 庫
支 出 金

特定の事業に対して、国から
使いみちを指定して交付され
るお金

市 債
長い間利用される市の施設を
つくるときなどに、借り入れ
るお金

県支出金
特定の事業に対して、県から
使いみちを指定して交付され
るお金

各 種
交 付 金

利子割交付金、配当割交付金、
地方消費税交付金など国から
交付されるお金

会計別予算 令和７年度予算 令和６年度予算 増減率
一 般 会 計 246億384万円 227億690万円 8.4%
特 別 会 計 106億6,635万円 111億7,605万円 △4.6%
国 民 健 康 保 険 38億1,348万円 40億847万円 △4.9%
介 護 保 険 42億8,527万円 44億2,891万円 △3.2%
後 期 高 齢 者 医 療 6億7,746万円 6億6,210万円 2.3%
農 業 集 落 排 水 事 業 8,738万円 -
公 営 企 業 会 計 18億9,014万円 19億8,919万円 △5.0%
農業集落排水事業 1億4,441万円 -
うち収益的支出 1億81万円 -
うち資本的支出 4,360万円 -
水 道 事 業 17億4,573万円 19億8,919万円 △12.2%
うち収益的支出 8億5,811万円 8億3,702万円 2.5%
うち資本的支出 8億8,762万円 11億5,217万円 △23.0%
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令和７年度一般会計予算 令和７年度一般会計予算

２.一人ひとりの力を活かせるまちづくり
福祉課
●多機関協働事業等（重層的支援体制整備事業）   1,710 万円
　住民の複合化・複雑化した困りごとなどのニーズに対応する
包括的な支援体制を整備します。
保険課
●高齢者保健・介護予防等の一体的実施事業   1,186 万円
子育て支援課
●子ども医療費助成事業  1 億 6,606 万円
　就学児、未就学児に対して医療費の助成を行います。

●高校生等医療費助成事業  2,311 万円
　高校生等に対して医療費の助成を行います。

１.みんなで進める！持続可能なまちづくり
総務課
●市制施行２０周年記念事業   544 万円
財源改革推進課
●みらいふるさと寄附金推進事業   10 億円
　ふるさと納税による支援者の拡大や地域特産品等の販路拡大
による地域経済の活性化をめざします。
総合政策課
●地域公共交通事業   6,984 万円
湯布院振興局地域振興課
●旧湯布院公民館跡地整備事業   8,846 万円
●湯平温泉復興まちづくり推進事業   6,444 万円
　緊急避難所および避難路の整備を進めます。
消防本部
●非常備消防活動推進事業   1 億 2,570 万円
●緊急自動車購入事業   1 億 7,734 万円
　救助工作車を購入します。

３.人や文化を育むまちづくり
子育て支援課
●児童健全育成事業   1 億 7,299 万円
●児童施設整備事業   3 億 9,846 万円
　ゆふいん児童クラブ・くすのき児童クラブの整備を進めます。
教育総務課
●中学校施設整備事業   2 億 2,373 万円
　挾間中学校の屋内運動場の大規模改修を行います。
●情報環境整備事業   2 億 6,060 万円
　児童・生徒が使用するタブレットの更新などを行います。
学校教育課
●人材育成教育推進事業   3,140 万円
●学校給食センター調理事業   1 億 8,233 万円
　公立幼小中学校給食費の無償化を行います。
社会教育課
●地域協育推進事業   1,361 万円
●社会教育活動推進事業   1,342 万円
スポーツ振興課
●競技スポーツ振興事業   1,640 万円
　スポーツ協会などや各種大会など出場への補助、自転車競技
などのスポーツイベント開催を支援します。

　第２次総合計画に掲げられた「地域自治を大切にした住み良さ日本一のまち」実現に向け、
６つのテーマに沿って、主な事業を紹介します。

５.豊かな環境の中で快適な暮らしが
　 実感できるまちづくり  

総合政策課
●由布市に住みたい事業   5,209 万円
　空き家対策および移住定住対策の事業であり、登録物件のリ
フォーム費用や家財処分費にかかる助成、移住者支援金などの
支給を行います。
市民課
●コンビニ交付事業   856 万円
環境課
●合併処理浄化槽設置推進事業   1 億 816 万円
●廃棄物運搬中継施設整備事業   4 億 8,809 万円
●新環境センター整備事業   3 億 1,673 万円

４.経済の循環から地域が潤うまちづくり
農政課
●就農支援事業   1,953 万円
　意欲的な就農志望者の支援を目的に技術や経営方法を学ぶた
めの研修や農業を始めるための準備などを支援します。

●園芸産地整備事業   1,856 万円
●中山間地域等直接支払対策事業   3 億 8,797 万円
農林整備課
●鳥獣被害総合対策事業   2,974 万円
商工観光課
●商工振興活性化事業   2,688 万円
　創業などに対して支援することにより雇用機会の創出および
地域に密着する人材を確保します。

６.地域を知り、表現するまちづくり
総合政策課
●クアオルト推進事業   164 万円
湯布院振興局地域振興課
●道の駅ゆふいん整備管理事業   3,092 万円
　道の駅ゆふいんの整備を進めます。
農政課
●地域資源利活用推進事業   930 万円
　由布市内の地域資源を活用した農家民泊の推進や特産品を
使った加工品の普及など持続可能な農村づくりをめざします。
商工観光課
●観光振興事業   8,726 万円
　「まちづくり観光局」や各観光協会への補助および観光情報
発信の強化など、観光振興施策を展開します。

③健康で安心して生活できる地域社会の実現
●地域福祉推進事業   83 万円
　災害時に自力で避難することが困難な避難行動要支援者の個
別避難計画を作成します。
●地域生活支援事業  998 万円
　成年後見制度に係る普及啓発・相談体制の充実などにより、
権利擁護支援を推進します。
●在宅高齢者支援事業   18 万円
　遠隔地支援を行う訪問介護事業所への補助を行い、平等かつ
継続的な訪問介護サービスの提供をめざします。
●健康立市推進事業   414 万円
　健康マイレージなどの事業を推進し、すべての市民が健康で
明るく暮らせる住みよいまちづくりをめざします。

④少子化対策・子育て世代への支援
●保育所活動給付事業   5,203 万円
　少子化対策・子育て世代への支援として、認可保育所の３歳
未満児第１子保育料の無償化を行います。
●物価高騰緊急対応事業（児童福祉）   1,529 万円
　物価高騰の影響を受ける子育て世帯の経済的負担を軽減する
ため、３歳未満児を対象におむつクーポン券を支給します。
●母子保健推進事業   278 万円
　近隣に産婦人科医療機関のない妊産婦の健診や出産に要する
交通費等を支援します。
●妊婦のための支援給付事業   2,510 万円
　妊娠時から出産・子育てまで切れ目ない支援を行うため、妊
婦への経済的支援を行います。
●指導者育成事業  25 万円
　中学校の部活動の地域移行に向けたスポーツクラブなどの指
導者育成のため、スポーツ指導者資格取得に係る経費を助成し
ます。

⑤デジタル化の推進と脱炭素社会の実現
●行政事務情報化推進事業   556 万円
　業務の効率化やペーパーレス化を進めるため、無線 LAN認証
機器を導入します。
●ごみ減量化対策事業   229 万円
　生ごみ処理機の購入補助や啓発・広報活動を行い、ごみ排出
量の削減を推進します。
●ポイ捨て防止事業   679 万円
　ごみ箱の設置促進やマナー啓発・広報活動を行うことでポイ
捨てなどを防止し、清潔で快適なまちづくりをめざします。

①  人口減少対策と地域活性化の推進
●市民提案型連携協働事業   1,606 万円
　「連携と協働」に着目し、個人・団体・企業などのさまざまな
主体の活動の中で、新たな価値や持続性を生み、将来へつなが
る取組みに対して補助を行います。
●総合計画・総合戦略等推進事業   473 万円
　第３次由布市総合計画および第３期総合戦略の策定を行いま
す。

②産業振興および地域経済活性化の推進
●生活環境美化事業   209 万円
　オーバーツーリズムなどへの対応として公衆トイレの修繕な
どを行います。
●畜産経営支援事業   400 万円
　小規模農家を育成するための支援を行います。
●物価高騰緊急対応事業（商工振興）   855 万円
　経営力の強化および魅力ある職場づくりの支援を行います。
●観光振興事業   1,678 万円
　市内周遊スタンプラリー業務、周遊観光バスツアー助成金な
どにより更なる誘客をめざします。

《重点戦略特別枠の主な事業》※総合計画などの着実な推進に向け、重点的に取り組む事業
主な施策について

紹介します。まちづくりの❻つのテーマ
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市政ニュース

由布市が吹鳴するサイレン放送について
　由布市のサイレン放送は、旧町ごとにお知らせの時間が異なります。通常時の放送については、緊急時（災害
発生時や火災時）などのいざという時に、音が鳴らなかったという事を防ぐため、機器点検を兼ねたサイレン放
送になります。
　由布市の各庁舎から吹鳴している放送日時については次のとおりです。なお、サイレン放送はチャイムや音楽
を流すミュージックサイレンを含みます。
●通常の放送

午前５時 午前６時 午前７時 午前１１時 正午 午後５時 午後９時
挾間 〇 〇 〇
庄内 〇 〇 〇 〇 〇

湯布院 〇 〇 〇
●臨時の放送（予定）
　８月　６日　午前８時１５分　原爆死没者の慰霊並びに平和祈念の黙とう（広島）
　８月　９日　午前１１時２分　原爆死没者の慰霊並びに平和祈念の黙とう（長崎）
　８月１５日　正午　　　　　　戦没者の追悼および平和祈念の黙とう
　３月１１日　午後２時２６分　東日本大震災の弔意表明
※火災などの非常時も臨時でサイレンを鳴らすことがあります。
※自治区によって地区独自でサイレン放送をしている場合があります。
●問い合わせ　総務課　　　　　　　　　　　☎０９７－５８２－１１１２
　　　　　　　挾間地域振興局地域振興課　　☎０９７－５８３－１１１１
　　　　　　　庄内地域振興局地域振興課　　☎０９７－５８２－１１１３
　　　　　　　湯布院地域振興局地域振興課　☎０９７７－８４－３１１１

日時　４月１６日㈬　午後４時５分ごろから

緊急地震速報を受信した際の行動訓練の実施について

　令和７年４月１６日で、熊本・大分地震から９年となります。過去の災害を忘れず、教訓として引き継いでい
くため、緊急地震速報を受信した際の行動訓練を実施します。
●目的
　緊急地震速報が発表されてから、揺れが来るまでのわずかの時間に、慌てずに身の安全を確保する行動がとれ
るようにするため。
※気象・地震活動状況などにより、急きょ中止する場合があります。
●内容
　由布市防災ラジオを通じて緊急地震速報（訓練用）をお知らせします。訓練放送を聞いたら、地震から身を守
るための安全行動を約１分間、各家庭などで実践してください。防災ラジオ起動点検も兼ねていますので、受
信・動作状況も合わせて確認をお願いします。
※訓練のため「一般放送」でお知らせしますので、ラジオの音量は聞き取りやすい大きさに調節しておいてくだ
さい。なお、実際の災害時には、自動で最大音量になる「緊急放送」で行います。

・防災ラジオは、電池を入れアダプターを常に
コンセントに接続しておいてください。

・電池は定期的に点検・交換してください。
※受信感度が悪い場合や防災ラジオをお持ちで

ない方は、防災危機管理課までお問い合わせ
ください。

安全行動とは
１．姿勢を低くする
２．頭を守る
３．揺れが収まるまで動かない

※放送が聞き取れなかった場合は、由布市公式アプリ「ゆふポ」、または次の番号に連絡することで放送内容の
確認ができます。

　０９７－５８２－１３５０（自動音声）
●問い合わせ　防災危機管理課　☎０９７−５８２−１１４０

　平日の午前８時３０分から午後５時まで、本庁舎・挾間庁舎・湯布院庁舎でマイナンバーカード申請の手続き
支援を行っています。
　また、次の日程は本庁舎のみを開庁して、予約制でマイナンバーカード関連手続を受け付けておりますのでご
利用ください。休日開庁の際は、証明発行などの業務はお受けすることが出来ませんのでご了承ください。
●休日開庁日　５月１１日㈰
●休日開庁受付時間
　午前９時～正午　※すべて予約制です。
　事前予約は、５月９日㈮の午後５時までにお電話でお願いします。
●休日開庁場所　市民課　
※休日開庁は、挾間庁舎、湯布院庁舎では行いません。
※悪天候などの状況により予告なく中止になる場合があります。ご確認の際は、市民課までご連絡ください。
●必要なもの
　予約時にご案内させていただきます。
●予約先・問い合わせ
　マイナンバーカード推進室（市民課内）　☎０９７－５８２－１１３７

マイナンバーカードの受け取り・更新・暗証番号の
再設定など休日に予約制で受け付けます！

登録統計調査員の募集について
　由布市では、統計調査員として各種統計調査に従事していただける方を随時募集しています。登録を希望され
る方は、電話による登録、または次のＱＲコードから電子申請で登録ができます。なお、調査員の選任は、各調
査の性質上、ご希望に沿うことができない場合がありますので、ご了承ください。
●統計調査員とは
　統計法に基づき統計調査事務を行う人のことです。統計調査員は、各種統計調査において世帯や事業所、企業
といった調査対象を訪問し、調査票の記入依頼や回収、点検などの重要な調査事務を行います。
●統計調査員の仕事の流れ
①調査員事務打ち合わせ会（説明会）へ出席
②担当調査区の範囲と調査対象の確認
③協力依頼および調査票の配布（調査票の記入方法の説明）
④記入された調査票の回収
⑤回収した調査票の検査・整理
⑥調査票などの調査関係書類を市へ提出
●登録要件について
①２０歳以上の方で、調査の趣旨を理解し、責任を持って調査業務を遂行できる方
②守秘義務を遵守できる方
③調査業務に従事し、かつ、支障なく業務を完了することができる方
④税務、警察、選挙に直接関係のない方
⑤反社会的勢力の一員もしくは反社会的勢力と密接な関係のない方
●報酬について
・調査終了後、調査活動に従事した労働対価として報酬が支払われます。
・報酬の額は、調査の内容や受け持ちの件数などにより異なります。
●問い合わせ
　総合政策課　☎０９７－５８２－１１５８ ▲申込専用フォーム
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高校生等医療費助成制度のお知らせ
　由布市では「子育て応援日本一」をめざして、高校生等の医療費（入院・通院・調剤）を助成しています。
　利用にあたっては、受給資格者証の発行が必要です。
　令和７年度は平成１９年４月２日～平成２２年４月１日に生まれたお子さんが助成対象者となります。
※高校生等とは…満１５歳に達する日以後の最初の４月１日から満１８歳に達する日以後の最初の３月３１日ま
での間にある方

●助成対象者　高校生等が市内に住所を有する方
※ただし、高校生等が就学などの理由で市外に転出した場合は助成対象となります。
　（その保護者が市内に住所を有する場合に限る。）
●必要書類など　
①高校生等医療費受給資格登録申請書
②高校生等の健康保険証
③通帳など（口座情報が確認できるもの）
※高校生等が就学などの理由で市外に転出した方は、上記に加えて次のものが必要です。
④高校生等が属する世帯全員分の住民票の写し
⑤学生証の写しなど（就学などの理由が確認できるもの）
　令和６年度に中学３年生だった方については申請が必要です。申請時に子ども医療費受給資格者証の返納をお願いします。

●問い合わせ　子育て支援課　☎０９７－５８２－１２６２

　軽自動車等を所有する人で、身体または精神に障がいがあり、一定の要件に該当する場合は、申請により軽自
動車税（種別割）が減免されます。
１.減免対象となる車両
①原則、障がい者本人が所有している車両
②１８歳未満で一定の身体障がい者、または精神障がい者もしくは知的障がい者と生計を一にするご家族名義の車両
２.減免対象となる車両の使用目的
①障がい者本人が運転する場合
②障がい者と生計を一にする方が運転する場合
③障がい者のみで構成される世帯の場合で、常時介護する方が運転する場合
※②・③については、障がい者の通院・通学などのために使用していることが条件です。
３.減免対象となる障がいの等級（個別の等級で判定）

視覚障害 １～３級および４級の１ 聴覚障害 ２級および３級

平衡機能障害 ３級 音声機能障害 ３級（喉頭摘出の場合に限る）

上肢不自由 １級および２級 上肢機能障害 １級および２級

下肢不自由 １～６級（生計同一者・常時介護運転の場合は１～３級）

体幹不自由 １～３級および５級（生計同一者・常時介護運転の場合は１～３級）

移動機能障害 １～６級（生計同一者・常時介護運転の場合は１～３級）

心臓機能障害 １級および３級 じん臓機能障害 １級および３級

呼吸器機能障害 １級および３級 ぼうこう・直腸機能障害 １級および３級

小腸機能障害 １級および３級 肝臓機能障害 １～３級

ヒト免疫不全ウイルスによる免疫機能障害 １～３級

４.軽自動車の構造による減免
　上記１.～３.に関わらず、身体に障がいのある方のために製造もしくは改造された軽自動車等は、申請により軽
自動車税（種別割）の減免が受けられます（車検証に「入浴車、車いす移動車、身体障害者輸送車」などが明記
されたものなど）。
５.減免申請に必要なもの
 上記１.～３.に該当する場合 
①減免申請書　②障害者手帳など　③運転免許証　④マイナンバーカードなど　⑤納税通知書
※障がいがある方以外が運転する場合「通院・通学証明」の提出が必要です。
※前年に減免申請しており、減免する軽自動車に変更がない場合は、上記書類の代わりに現況届の提出が必要です。
 上記４.に該当する場合 
①減免申請書　②車検証の写し　③マイナンバーカードなど　④納税通知書
※車検証の写しに「車いす移動車」などが明記されていなければ、車体の写真（全体・改造部分・標識）が必要です。
●申請期限と申請場所
　【申請期限】　納税通知書を受領した日から納期限（令和７年６月２日）まで　※期限後の受付不可
　【申請場所】　税務課、挾間・湯布院振興局地域振興課
●注意事項
・減免申請は、毎年申請または現況届の提出が必要で、減免できるのは普通車・軽自動車を通じて１人１台です
（上記１．～３．に該当する方）。
・口座振替をされている方の場合、申請日によっては口座から引き落とされてしまうことがありますが、後日還
付します。

●問い合わせ　税務課　☎０９７－５８２－１２６９

～軽自動車税（種別割）減免のお知らせ～

　帯状疱疹とは、体内に潜伏している水ぼうそうと同じウイルスが、加齢や疲労などによる免疫力の低下で活性
化し、痛みを伴う水ぶくれが帯状に現れる現象です。合併症の一つに皮膚の症状が治った後にも痛みが残る「帯
状疱疹後神経痛」があり、日常生活に支障をきたすこともあります。
●対象者　６５歳・７０歳・７５歳・８０歳・８５歳・９０歳・９５歳・１００歳
※令和７年度に限り、１００歳以上の方は全員対象となります。
※６０歳以上６５歳未満の方であって、ヒト免疫不全ウイルスにより免疫機能の障害があり日常生活がほとんど不可
能な方。

　今年度対象の方には、接種券を送付しています。詳細はそちらをご確認ください。
●接種期間　４月１日㈫～令和８年３月３１日㈫
●自己負担額（２種類のワクチンのうち、どちらかを接種）
　生ワクチン　　　１回　３，０００円
　不活化ワクチン　２回　１回あたり７，０００円
※生活保護世帯に該当する方は無料
●実施場所　由布市内・県内予防接種医療機関　※必ず医療機関に電話で予約を入れてください。
●問い合わせ　健康増進課　☎０９７－５８２－１１２０

帯状疱疹ワクチンの予防接種が始まっています！

　申請受付は、次のものを持参の上、保険課、挾間・湯布院振興局地域振興課で手続きを行ってください。
※障害認定を受けた方は、認定後も７５歳になるまでは、届け出により届出日以降の資格を撤回することができ
ます。この場合、撤回後は国民健康保険または社会保険などに加入することになります。

●必要なもの
・障がいの程度が確認できる書類（障害者手帳など）
・本人確認書類（運転免許証など本人と確認できるもの）およびマイナンバーカードなど
●問い合わせ　保険課　　　　　　　　　　　　☎０９７－５８２－１１２１
　　　　　　　大分県後期高齢者医療広域連合　☎０９７－５３４－１７７１

６５歳から７４歳の方が後期高齢者医療制度の
障害認定を受ける際の手続きについて
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給食費が無償化されます
　令和７年４月から、由布市に住民票を有し、由布市立幼稚園、小・中学校に通う園児、児童生徒が提供を受ける
給食に関する費用は、原則として無償となります（由布市から給食として提供されているものが対象です）。
　給食の提供を受ける際には、通っている幼稚園、学校へ学校給食等申込書の提出が必要です。これからも引き
続き安心・安全な給食の提供に努めてまいります。
●問い合わせ　由布市学校給食センター　☎０９７－５８２－０５００

学校給食用物資納入業者登録の
追加申請を受け付けます
　由布市学校給食センターへ学校給食用物資を納入する業者の令和７・８年度登録に関し、令和７年８月１日か
ら令和９年３月３１日までを登録期間とする納入業者登録の追加申請を受け付けます。追加申請を希望する事業
者は、受付期間中にお問い合わせ先へご連絡ください。
　また、由布市学校給食センターへ学校給食用物資を納入する青果物の由布市内生産者（農業者・農業グルー
プ）の令和７・８年度登録は随時募集しておりますので、お問い合わせ先までご連絡ください。
●受付期間　４月２３日㈬まで
●受付時間　土日・祝日を除く午前９時～午後４時３０分
●申請期間　４月３０日㈬まで
●受付方法　由布市学校給食センターに電話で連絡ください。
●問い合わせ　由布市学校給食センター　☎０９７－５８２－０５００

　由布市では、道路に面した危険なブロック塀などを除却する費用について一部補助金を支給しています。
●補助金支給対象　市内にある道路に面したブロック塀などで危険なブロック塀と認められるもの
●補助対象者　除却しようとするブロック塀の所有者および管理者
●補助率　ブロック塀などの除却費用の１／２以内、上限１０万円
●補助できない場合
・道路に面していないブロック塀など　　　　　・点検の結果、安全対策の必要がないもの
・補助金申請前に工事契約や工事を始めた場合　・市税などの未納がある場合　など
●募集箇所　５ヵ所
●募集期間　４月１４日㈪～１２月１２日㈮
　募集箇所数に達した場合はその時点で締め切ります。
●申込先・問い合わせ　建設課　☎０９７－５８２－１２７３

危険なブロック塀などの除却費用の一部を補助します

木造住宅の耐震診断・耐震改修の補助について
　昭和５６年５月３１日以前に着工された木造住宅は、現在の耐震基準を下回っている可能性があり、地震の際
に倒壊する恐れがあります。もしものときに備えて、大分県木造建築耐震診断士（※）の耐震診断を受け、自宅
の耐震性能を確認しましょう。
（※）知事が登録した建築士事務所に所属する建築士で、知事の指定する耐震診断講習を受講し、大分県に登録した者

耐震アドバイザー派遣
　建築士がお宅に訪問し、簡単な診断を行い、耐震に関する相談などに応じます。
●対象　平成１２年５月３１日以前に着工された「２階建て以下の木造住宅」・「２階建て以下の木造アパート」
●費用　無料
●申込先・問い合わせ　大分県建築士事務所協会　☎０９７－５３７－７６００

耐震診断・耐震改修
 耐震診断 
●対象　「昭和５６年５月以前」に着工された“木造戸建て住宅”（アパートを除く一定の条件を満たす建築物）
●費用　所有者負担は定額５，５００円（申し込み後、大分県建築士会へ納入）
※家の形が複雑、築年数が極端に古い場合、別途費用がかかる場合もあります。
●募集戸数　１０戸
 耐震改修・部分耐震改修 
●対象　耐震診断の結果から改修が必要と認められた建築物
●手数料　１５，０００円（大分県建築士事務所協会への審査依頼手数料）
●補助金額（令和７年度から、金額が一部変更になりました）
①耐震改修　耐震改修工事に係る経費（最高１５０万円）
②部分耐震改修　改修費用の２／３以内（最高６０万円）
※補強により一定以上の耐震性が確保できる場合に第一段階として補助するものです。
③シェルター設置型改修　改修費用の２／３以内（最高３０万円）
※住宅が倒壊しても最小限の生存空間を確保することを目的に、寝室などに丈夫な箱「シェルター」を設置す
る場合に補助するものです。

●募集戸数　３戸
●申請期間　４月１４日㈪～１２月１２日㈮
　いずれも募集戸数に達した場合はその時点で締め切ります。
●申込先・問い合わせ
　建設課　☎０９７－５８２－１２７３

子育て世帯リフォ－ム支援事業補助金のお知らせ
　子育て世帯・三世代世帯が行う改修工事に対し、予算の範囲内において補助金を交付します。
●子育て支援型（１８歳未満の子どもがいる世帯）
　子ども部屋の増改築など、子どものための改修やベビーカー用のスロープ設置などの補助
●三世代同居支援型（１８歳未満の子どもがいる世帯）
　玄関・トイレ・浴室・台所を増設する工事、世帯を区切る壁やドアを設置する工事などの補助　
●補助に関する注意事項
　上記の補助制度は、７月募集予定です。詳細につきましては、６月市報でお知らせします。
●問い合わせ　子育て支援課　☎０９７－５８２－１２６２

保育料の無償化および副食費の助成がはじまります
　由布市では、新たに令和７年４月から、市内に住民票を有し、認可外保育施設を除く、市内外の
認可保育所および認定こども園などに通園する第一子の保育料を無償にします。
　また、市内に住民票を有し、市内外の認可保育所および認定こども園に通園する４歳児および５
歳児の副食費を毎月４千円まで助成します。
　別途、今年度対象のご家庭には詳細な案内を送付しています。今後も「子育て応援日本一のま
ち」をめざして、由布市の子育て世帯の皆さんを応援します。
●問い合わせ　子育て支援課　☎０９７－５８２－１２６２

ぎゅ
っ
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市政ニュース

鉄筋コンクリート２階建
　S５７年築（３K）
家賃１０，３００～
１８，６００円

浄化槽代　２，７００円

渕住宅（庄内町渕） 1 戸

市営住宅の入居者募集
●公営住宅

●問い合わせ　大分県住宅供給公社　由布市営住宅管理センター
　☎０９７−５２９−７８９１　 https://www.oita-jkk.jp/yufu/

※公営住宅の家賃は所得に応じた金額となります。
公営住宅

入居資格
①収入が基準額を超えないこと　②現に住宅に困っている事が明らかなこと（持ち家がないこと）
③市県民税等の滞納がないこと　※その他の条件についてはお問い合わせください。

募集に
ついて

入居募集期間は４月２１日㈪～４月３０日㈬　午前８時３０分～午後５時
希望者複数の場合は抽選とします（抽選日時：５月２日㈮　午後１時３０分から）。
入居日は、６月１日㈰予定です。詳細についてはお問い合わせください。

注意事項 入居契約時に敷金（家賃の 3ヵ月分）の納付および連帯保証人が必要です。

鉄筋コンクリート２階建
　S４６年築（３Ｋ）
家賃７，０００～
１２，８００円

生田原団地（挾間町谷） 1 戸

第十二回戦没者等の遺族に対する特別弔慰金の
請求受付について
　国が一層の弔慰の意を表するため、戦没者等のご遺族に第十二回特別弔慰金（記名国債）が支給されます。
●支給対象者
　戦没者等の死亡当時のご遺族で、令和７年４月１日（基準日）において、「恩給法による公務扶助料」や「戦
傷病者戦没者遺族等援護法による遺族年金」等を受ける方（戦没者等の妻や父母等）がいない場合、次の順番に
よる先順位のご遺族お一人に支給します。
①令和７年４月１日までに戦傷病者戦没者遺族等援護法による弔慰金の受給権を取得した方
②戦没者等の子
③戦没者等の（1）父母（2）孫（3）祖父母（4）兄弟姉妹
※戦没者等の死亡当時、生計関係を有していること等の要件を満たしているかどうかにより、順位
が変わります。

④上記①から③以外の戦没者等の三親等内の親族（甥、姪）
※戦没者等の死亡時まで引き続き１年以上の生計関係を有していた方に限ります。
●支給内容
　額面２７万５千円・５年償還の記名国債
●請求期間
　令和７年４月１日～令和１０年３月３１日
※対象者によって提出書類が異なります。また、窓口混雑時にはお待ちいただくことがありますので、あらかじ
めご了承ください。

※請求期間中に請求しない場合、時効によって受給権が消滅しますので、ご注意ください。
●請求窓口
　福祉課、挾間・湯布院振興局地域振興課
●問い合わせ
　福祉課　☎０９７－５８２－１２６５

飼い主のいない猫の
不妊・去勢手術費補助金制度について

耕作放棄地の解消を支援します！

　飼い主のいない猫の繁殖を抑制し、地域の公衆衛生の向上と良好な生活環境の保持を目的として、飼い主のい
ない猫の不妊去勢手術にかかる費用の一部を補助します。
　手術をする前に必ず申請が必要です。希望される方は環境課までご相談ください。
●申請開始日
　５月１日㈭から
※先着順に申請を受け付けます。予算上限に達した場合は受け付けを終了します。
※令和８年２月末までに手術・実績報告をする必要があります。
●対象となる猫
・由布市に生息する飼い主のいない猫
・不妊去勢手術が未実施であって、おおむね生後６ヵ月以上の猫
※次に該当する場合は、補助の対象となりません。
・他の自治体または団体から補助その他助成措置を受けて実施する予定の猫
・健康状態、病気などにより手術ができない特別の事情がある猫
・飼養する目的の猫

●補助対象者
・市の登録を受けた地域活動団体（２人以上）※個人では申請できません。
・飼い主のいない猫の繁殖を抑制し、住民の良好な生活環境を保持することを目的としていること
・飼い主のいない猫の適正な管理および動物愛護への理解の普及に寄与することを目的としていること
※補助金の申請には、事前に地域活動団体の登録が必要です。登録を希望する方は、環境課までご相談ください。
●補助金額
　手術に要した費用の２分の１の金額。ただし、上限は次のとおりです。
不妊手術（メス） １０，０００円　/　１頭
去勢手術（オス） 　５，０００円　/　１頭

●問い合わせ　環境課　☎０９７－５８２－１３１０

　耕作放棄地は、雑草や病害虫の発生、有害鳥獣の住処となるなど、周囲の作物や景観に悪影響を及ぼす要因と
なっています。
　このような農地を整備し、新たに作物を植え付ける方に、必要な費用を助成します。
●助成対象者　
　農業委員会により遊休農地と判定された１０ａ以上の農地を整備し、新たに５年以上耕作する農業者。ただ
し、農地を借受ける場合は、農地中間管理機構と５年以上の貸借契約を締結することを条件とします。
●対象費用
①草刈り、伐採、耕起、整地など農地の整備に必要な費用
　（１０aあたり４３，０００円　上限１２９，０００円）
②種苗や農機具などの購入に必要な費用
　（１０aあたり１００,０００円×２/３　上限２００，０００円）
●申請開始日
　４月２４日㈭から
※予算の上限に達した場合は受け付けを終了します。
●申請方法
　はじめに助成の可否について調査を行い、該当する場合は申請手続きをご案内いたしますので、まずは農政課
までお気軽にお問い合わせください。
●問い合わせ　農政課　☎０９７－５８２－１２９３
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　中山間地域等直接支払制度とは、農業生産条件の不利な中山間地域等において、集落等を単位に、農用地を維
持・管理していくための取り決め（協定）を締結し、それにしたがって農業生産活動等を行う場合に、面積に応じ
て一定額を交付する制度です。
●対象地域
　地域振興立法などで指定された地域において、傾斜があるなどの基準を満たす農用地　など
●対象農用地
　「農業振興地域の整備に関する法律」において定める「農用地区域」内かつ地域計画区域内（農業経営基盤強
化促進法に定める地域計画区域）に存する一段の農用地
●対象者
　集落等を単位とする協定を締結し、５年間農業生産活動等を継続する農業者　など
●活動内容および交付単価
①農業生産活動等を継続するための活動＝基礎単価（田の場合　２１，０００円×０．８＝１６，８００円）
・農業生産活動等　例：耕作放棄の発生防止活動、水路・農道などの管理活動（泥上げ、草刈りなど）など
・多面的機能を増進する活動　例：周辺林地の管理、景観作物の作付、体験農園、魚類などの保護　など
②体制整備のための前向きな活動＝体制整備単価（田の場合　２１，０００円（表のとおり））
　①の活動に加え、ネットワーク化活動計画の作成が必要
　ネットワーク化活動計画とは、集落協定が共同取組活動を継続できる体制づくりを進めるために作成する、複
数の集落協定間でのネットワーク化（活動の連携）や統合、多様な組織などの活動への参画に向けた計画

【体制整備単価表】

地目 区分 交付単価

田
急傾斜（１／２０以上）　 ２１，０００円／１０ａ

緩傾斜（１／１００以上） 　８，０００円／１０ａ

畑
急傾斜（１５度以上）　　 １１，５００円／１０ａ

緩傾斜（８度以上）　　　 　３，５００円／１０ａ

草地
急傾斜（１５度以上）　　 １０，５００円／１０ａ

緩傾斜（８度以上）　　　 　３，０００円／１０ａ

採草
放牧地

急傾斜（１５度以上）　　 　１，０００円／１０ａ

緩傾斜（８度以上）　　　 　　　３００円／１０ａ

●加算措置(上記活動内容に加え地域農業の維持・発展に資する取り組みを行う場合に加算金を交付）
①超急傾斜農地保全管理加算　６，０００円／１０ａ
　超急傾斜地（田：１/１０以上）の保全や有効活用に取り組む場合、該当の農用地面積に加算します。
②ネットワーク化加算　１０，０００円／１０ａ（～５ａ部分）、４，０００円（５～１０ｈａ部分）、
　　　　　　　　　　　１，０００円／１０ａ（１０～４０ｈａ部分）
　複数の集落協定間でのネットワーク化、統合などを行った上で、主導的な役割を担う人材の確保と農業生産活
動等の継続のための活動を行う場合に加算
③スマート農業加算　５，０００円／１０ａ
　スマート農業による作業の省力化・効率化を図る取り組みを行う場合に加算
※活動内容および加算措置については詳細な条件などがございますので、ご質問、ご不明な点があれば農政課ま
でご連絡ください。

●問い合わせ　農政課　☎０９７－５８２－１２９３

中山間地域等直接支払制度（第６期対策）が
始まります　３月２７日、相馬市長が湯布院町の特別養

護老人ホームの温水園を訪れ、佐藤茂子さん
が１００歳を迎えることを、お祝いしました。
若いころから手先が器用で裁縫が得意だった
佐藤さんは、施設内でも率先してエプロンを
畳むなどのお手伝いをしています。１００歳
を迎えることについて佐藤さんは「とっても
幸せです。こんなに嬉しいことはない」と語
りました。いつまでも元気で長生きしてくだ
さい。
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　３月２日、ゆのひらんプロジェクト主催の
「由布っ子郷土芸能まつり」が、庄内公民館
で開催されました。由布市内で神楽や太鼓な
どの郷土芸能活動を継承している子どもたち
で構成する４団体が、神楽の演舞や太鼓の演
奏を披露しました。これまであまり例がない
子どもたちが主役の郷土芸能祭という事もあ
り、会場には６００人以上の来場者が訪れ大
盛況となりました。

郷
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況
‼

「
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土

　３月４日、湯布院すみれこども園で園児と
その保護者を対象にしたキッズマネーセミ
ナーが開催されました。４月から小学生にな
る卒園児が対象で、園児と保護者がお金の仕
組みや大切さを楽しく学んでほしいと開催さ
れました。親子ワークのおみせやさんごっこ
で商品の販売や接客の体験を行い、お金の価
値や感謝の心を学ぶ機会となりました。

行
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事

◀ ３月３日、豊洋精工株式会
社の清原栄二専務取締役ら
が本庁舎を訪れ、由布市企
業版ふるさと納税の感謝状
贈呈式が行われました。ご
寄附にあたり、清原専務か
ら「由布市のために活用し
てください」とご挨拶があ
りました。

豊洋精工株式会社様からご寄附をいただき
ました。

企業名 豊洋精工株式会社
本社所在地 大分県国東市安岐町大添４５４番地１

寄附額 １，０００，０００円
寄附年月日 令和７年２月４日

寄附
対象事業

由布市における安定した雇用を創出
する事業

企業
ホームページ https://hoyo-g.jp/
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楽
　３月４日、由布院幼稚園でどうようコン
サートが開催されました。これは２５年前か
ら由布院幼稚園で２００回以上行われている
ボランティアコンサートです。当日は、ソプ
ラノ歌手の赤嶺裕子さんとピアニストの米田
昌子さんが、１年の行事を振り返る四季折々
の歌を熱唱し、参加した園児や保護者約５０
人を魅了しました。参加者からは「来てくれ
て嬉しかった」「感動しました」と声が聞かれ、
涙を流す方もいました。

　３月１３日、相馬市長が有料老人ホームゆ
ふを訪れ、吉廣敏子さんが１００歳を迎える
ことをお祝いしました。吉廣さんは着付け教
室の先生をしたり、手芸屋で勤めたりしてい
ました。今でもおしゃれが好きで美容室に行
くことを毎回楽しみにしているとのことで
す。当日は義理の娘さんとお孫さんも一緒に
お祝いしました。いつまでもお元気で長生き
してください。
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　３月９日、第２４回はさま未来館まつりが
はさま未来館で開催されました。日ごろから
はさま未来館で活動している団体などが出演
者となり、活動成果の披露の場として、ダン
スや太鼓など１７団体の華やかなステージ発
表や６団体の個性豊かな作品展示が行われ、
会場に訪れた多くの来場者を魅了していまし
た。また、挾間地域で活動している各種団体
による喫茶やポップコーンなどの販売、挾間
ジュニアリーダの子どもたちによる催しなど
もあり、子どもたちの元気な声と笑顔で会場
は大いに賑わいました。

開
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催

　３月７日、由布高校生徒会の小野葵会長を
はじめ４人が本庁舎を訪れ、令和６年能登半
島地震災害および大雨災害の義援金を市長に
手渡しました。生徒会役員が募金活動を主導
し、校内や由布院駅前で呼びかけを行い観光
客にも協力を求めました。寄附は昨年に続く
２回目で、生徒たちは先輩の意志を継ぎ被災
地支援活動に取り組みました。義援金は日本
赤十字社を通じて被災地に届けられます。

寄

由
布
高
校
の
生
徒　

能
登
半
島
へ
寄
附

附

　３月8日に、はさま未来館で、男性の家
事・育児への参画推進を目的とした、父子対
象の子どもと作る「簡単手作りクッキー教
室」を開催しました。当日は、父子１４人が
参加し、講師であるパティシエールの小出祥
子さんの説明を受け、スノーボールクッキー
を作りました。完成後は、手作りクッキーを
大切な人に渡す場面を想像しながら、メッ
セージと一緒に、きれいにラッピングをしま
した。
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　３月１９日、フットステップサッカーアカデミー
の伊藤蒼志さん（挾間小４年）が本庁舎を訪れ、全
日本 PANNA 選手権大会の決勝大会出場を報告しま
した。PANNA とは、ストリートサッカー競技の１
種で、１対１で３分間ゴールを狙い合うスポーツで
す。伊藤さんは小学４年生ながらＵ－１２関西予選

を通過し、決勝大
会に駒を進めまし
た。得意技はアッ
カ３０００。「周り
にすごいと思われ
るようなプレーを
し て 優 勝 し た い 」
と話しました。

　２月１８日から２０日までの３日間で「第４０回
湯布院町春季バドミントン大会」が団体戦１０チー
ム、個人戦５チーム（総勢７９人）が参加のもと湯
布院Ｂ＆Ｇ海洋センター体育館で開催されました。
主な成績は次のとおりです。
●団体戦
　優　勝　あさぎり
　準優勝　乙丸１

　２月１６日にクラサス武道スポーツセンターにて第３９回後藤建寿杯大分県なぎなた総合選手権大会が開催
されました。由布市なぎなたクラブ所属選手の主な大会結果は次のとおりです。
●演技競技
　小学生低学年の部　１位　田中　咲和・衛藤　　杏
　小学生高学年の部　１位　和田　　渚・庄野　里咲
　　　　　　　　　　２位　三浦　莉都・中村　梨愛
　中学生の部　　　　１位　神屋　そら・工藤　　涼
●試合競技
　小学生低学年の部　１位　衛藤　　杏
　　　　　　　　　　２位　工藤　陽咲
　小学生高学年の部　１位　庄野　里咲
　　　　　　　　　　２位　三重野鈴奏
　　　　　　　　　　３位　和田　　渚
　中学生の部　　　　２位　神屋　そら
　　　　　　　　　　３位　工藤　　涼

第４０回
湯布院町春季バドミントン大会

第３９回　後藤建寿杯　大分県なぎなた総合選手権大会

　１月２０日から約１ヵ月間由布市役所庁舎内、湯
布院Ｂ＆Ｇ海洋センターで、食品ロス削減に向け
フードドライブを実施しました。フードドライブと
は家庭で余っている食品や日用品を集めて、食品を
必要としている地域のフードバンクなどの生活困窮
者支援団体、子ども食堂、福祉施設などへ寄附をす
る活動です。今回は市職員、湯布院Ｂ＆Ｇ海洋セン
ターの利用者の方を対象に実施し、約２０㎏の食品

や日用品が集まりました。
集まった食品や日用品は
由布市社会福祉協議会へ
寄附し、子ども食堂など
に活用されます。

フードドライブを実施しました

ストリートサッカーの
決勝大会に挑戦！

　３月１６日、「ゆふいんSPA健康リレーマラソン
２０２５（第３３回ゆふいんSPA健康マラソン大
会）」が湯布院スポーツセンターで開催されました。
今年の大会には、リレーマラソンの部と個人マラソ
ンの部（６キロ・９キロ）にあわせて３７４人が参
加しました。この日は、小雨が降る中での開催とな
りましたが、ゲストランナーに北京オリンピック代
表の小林祐梨子さんを迎え、１０～８４歳の幅広い

年齢層のランナーたちが
湯布院の自然を感じなが
ら、仲間の応援を力に変
え、それぞれのペースで
完走をめざしました。

湯布院の自然を駆け抜ける

●個人戦
　優　勝　早川泰文・日野克敏
　準優勝　岡本光平・岡本知美

　３月５日、湯布院町の特別養護老人ホーム
白心荘で毎年恒例の料理慰問が行われまし
た。これは湯布院町で勤務する調理師の方々
が社会福祉に貢献することを目的として１０
年以上続いている活動です。今回は活動に賛
同していただいた事業者の方々からの提供を
受け、『お花見弁当』１００個が施設に入所
している方々に届けられました。

慰

ま
ご
こ
ろ
を
込
め
て

料
理
慰
問
を
実
施

問

　３月８日、令和６年度自衛隊入隊激励会が
本庁舎で行われました。この激励会は旧町時
代から行われており、由布市出身で令和７年
度から自衛隊に入隊する予定者７人と、その
家族が参加しました。入隊予定者を代表して
航空自衛隊に入隊予定の西山湖遙さんが「一
日も早く立派な自衛官・社会人になれるよ
う、常に前向きに全力でチャレンジしたい」
と決意表明を行いました。一般曹候補生・

自衛官候補生
は４月から約
６ヵ月の教育
期間を経て、
一般部隊に配
属されます。

期

初
々
し
い
自
衛
官
の
卵
た
ち

待

　３月２５日、本庁舎で大分ケーブルテレコ
ム株式会社と「災害時における地域支援のた
めの協力に関する協定」および「地域安全に
関する協定」の締結式が開催されました。締
結内容は、災害時のサービス復旧や避難所で
の通信提供、犯罪被害や交通事故防止などの
活動を推進し、安全な地域社会の構築を目指
すものです。大分ケーブルテレコム株式会社
の荒木代表取締役社長は、「地域住民の安心
安全のために全力を尽くす」と述べました。

協

安
全
安
心
な
地
域
社
会
の

実
現
を
め
ざ
す

定
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ゆふスポ！まちのスポーツ情報

第３回由布市風の子マラソン大会
　２月２３日、第３回由布市風の子マラソン大会が庄内総合運動公園で開催されました。大会には４・５歳児
の親子２９組と小学生の男女８５人が健脚を競い合いました。寒い中一生懸命に走る子どもたちの姿はとても
輝いていました。大会結果は次のとおりです。
●未就学男子の部　優勝　中野　岳志　●未就学女子の部　優勝　中谷　朱里
●低学年男子の部　優勝　日野　澄心　●低学年女子の部　優勝　三好　紬稀
●中学年男子の部　優勝　坂本　睦季　●中学年女子の部　優勝　三重野百香
●高学年男子の部　優勝　溝邉　晋作　●高学年女子の部　優勝　中野　美空

やまなみハイウェイ
SPA RIDE 2025

　３月２１日、挾間中学校出身の古賀かなりさんが
本庁舎を訪れ、第３０回全日本大学かるた選手権大
会１回生の部で見事優勝したことを相馬市長に報告
しました。今までも全国大会で４位入賞など好成績
を残していたものの、優勝には一歩届かず、悔しい
思いをしてきました。今回の優勝について古賀さん
は「慢心せず、連覇をめざして精進します」と謙虚
に話しました。

　３月２３日、大分県を本拠地とするプロの自転車
ロードレースチーム「スパークルおおいたレーシン
グチーム」と豊後大野市、大分市、竹田市、九重町、
由布市の４市１町が協力し「やまなみハイウェイ 
SPA RIDE 2025」が開催され、県内外から７５人の
サイクリストが参加しました。当日は、コースの随
所に休憩スポットが設けられ、由布市では男池付近
にて黒岳珈琲のホットコーヒーやCafe Morgenrot
のホットサンドが参加者に振る舞われました。参加

者は、やまなみハイ
ウェイの自然や休憩
スポットでのおもて
なしを満喫しながら、
サイクリングを楽し
んでいました。

全日本大学かるた選手権大会
制覇！

２０２５年シーズン開幕！２０２５年シーズン開幕！
５年ぶりの優勝に向けて好スタート！５年ぶりの優勝に向けて好スタート！
　３月９日、ＪＦＬ開幕戦となるミネベアミツミＦＣ戦がホームで行われました。前半１２分、
瓜生選手のクロスから今村選手が相手選手を引きつけながらヘディングで金崎選手の足元に
パス。金崎選手が落ち着いてシュートを放ち見事に先制点を獲得します。後半１６分には福
満選手の鋭いパスに反応した鈴木選手がボールを押し込み、追加点をあげます。その後１点
を返されるものの試合は２－１で終了。開幕戦を見守るサポーターの前で見事に白星をあげ
ました。
　その後３試合を消化し、第４節終了時点で６位となっています。次の試合も勝利めざして
頑張れヴェルスパ！

頑張れ！ヴェルスパ大分！

今後の試合日程
▶４月１９日㈯
　ＦＣティアモ枚方
たまりく
１３：００キックオフ
▶５月　３日㈯
　ヴィアティン三重
クラサA
１６：００キックオフ
▶５月１７日㈯
　レイラック滋賀
東近江
１３：００キックオフ

▶Facebook　https://www.facebook.com/verspah
　また、チームのホームページもぜひご覧ください。 https://verspah.jp/

　幅広い年齢の方を対象にスポーツを中心とした各種事業を実施している総合型地域スポーツクラブの活動をお
知らせします。

総合型地域スポーツクラブの活動を紹介します！

　２０１４年に発足し設立１１年が経ちました。
　スポーツの力で挾間地域の皆さんが元気になる事を目的に各種
教室や大会・イベントを行っています。今後も誰でも気軽に楽し
める軽スポーツ（玉入れ・卓球バレーなど）を提供していきたい
と考えています。自治区で、友達同士で、何かしたい時やスポー
ツに関する事はぜひお声掛けください。
●活動拠点　挾間体育センター

■スポーツクラブHASAMA

【活動場所】喜多里自治区公民館　　　【活動日時】毎週月曜日１１時から
【対象者】喜多里自治区（基本的に）　【人数】８人

　毎週、弁当持参で集い、おしゃべりに花をさかせながら物づくり
（洋服・ビーズ・押し花・着物アレンジなど）に精を出しています。

●問い合わせ
　高齢者支援課　☎０９７－５２９－７３４９

市報deお茶の間サロン紹介　No. ２５ ～挾間地域：指先おしゃべり会～

■みことスマイルインクラブ
　皆さまのご協力のおかげで１６年目を迎えました。
　子どもからシニアまで幅広い世代の方々と、スポーツを通じて、
活き活きと健康づくりに励み、また、会員同士の関係が深まり、
活気に満ちたクラブです。
　バドミントン、なぎなた（全国大会に３選手が出場）、ミニバ
レー、ミニテニスなど１０教室、また、各種イベントを年間１０
回程度開催しており、中でも、すこやかスポーツ祭（グラウンド
ゴルフ競技）や、健康おせったいウォーキングは人気が高いイベ
ントとなっています。興味のある方は、気軽にお問い合わせくだ
さい。
●活動拠点　庄内体育センター、東庄内小学校体育館、旧大津留小学校体育館
●問い合わせ　☎０９０－８９１８－６６９１

●現在の会員数　２７９人（ジュニア１０４人、一般４１人、シニア１３４人）
●問い合わせ　☎０９７－５８３－２８８１

■ＮＰＯ法人ゆふいんチャレンジクラブ
　「ゆふいんチャレンジクラブ」は、さる３月に設立１５周年記
念交流会を盛大に行いました。子ども向けにはジュニア体操教室
など７教室、大人向けにはミニバレーボールや卓球、バドミント
ンなど１１教室、他にも３つのサークルが活動しています。また、
１年間を通してウォーキングイベントやペタンク・キンボール・
スポーツレクリエーション大会などのイベントを開催しています。
　「ゆふいんチャレンジクラブ」は、皆さんと一緒にスポーツで
「笑顔」と「元気」をめざしていきます。まずは体験から。たく
さんのご参加をお待ちしております。
●活動拠点　湯布院Ｂ＆Ｇ海洋センター
●現在の会員数　２１４人（ジュニア７６人、一般３４人、シニア１０４人）
●問い合わせ　☎０９７７－８４－２１３３

2223 2025. ４　市報ゆふ 市報ゆふ　2025. ４



健康ナビ

もやしハンバーグ

ヘ ル ス ア ッ プ ト ー クのゆーふーゆーふー
～健診受診とデータヘルス計画～～健診受診とデータヘルス計画～

連載１回目

　「由布市第３期データヘルス計画」では、医療や健診の情報から、由布市国保の健康課題を明らかにしま
した。今回は、由布市国保の課題と健診がなぜ必要なのかについてお伝えします。

※有病率とは…ある時点で、集団内で疾患を有する割合のこと

　高血圧症、脂質異常症、糖尿病などの生活習慣病は、その名のとおり生活習慣の積み重ねが原因です。
生活習慣病の怖いところは、自覚症状無く静かに進行していくことです。

　年に１回健診を受け、自分の健康状態を確認することが大切です。早めに生活を見直し、生活習慣病を予
防しましょう。

医療費分析から分かったこと（由布市第３期データヘルス計画より）

●問い合わせ　保険課
　☎０９７－５８２－１１２１

令和７年度ゆふ健康マイレージ令和７年度ゆふ健康マイレージ
（あるとっくチャレンジ）のお知らせ（あるとっくチャレンジ）のお知らせ

　大分県中部保健所由布保健部では、毎月第３火曜日に専門医師による医療相談および保健師による相談日を設
けています。

心の健康相談日のお知らせ

食推食推のの健幸応援レシピ健幸応援レシピ カロリーオフ編カロリーオフ編

豆腐を使っているのでカロリーオフ&
もやしのシャキシャキ食感が美味しい！

　「ゆふ健康マイレージ事業」のポイ
ントを貯める取り組みの一つである
「歩得（あるとっく）チャレンジ」
について、利用中の大分県公式健康ア
プリが新しくリリースされたことに伴
い、これまでの方法では歩数の確認が
できなくなりました。そこで、令和７
年度以降のあるとっくチャレンジにつ
いては、新「あるとっく」アプリをダ
ウンロードし、歩数を確認できるよ
う、確認方法を見直しましたのでお知
らせします。
　詳しくは、健康増進課までお問い合

　由布市では「健康寿命の延伸」の実現に向けた食分野の取り組みとして減塩や野菜摂取
推進を行っています。その中でも食育ボランティアである食生活改善推進員（略して食
推）が研修会などで使用した減塩、野菜、カロリーオフレシピなどを紹介します。

エネルギー１７１kcal　塩分１．３g

材料　２人分
豚ひき肉……………１００ｇ
木綿豆腐……………　５０ｇ
もやし………………１００ｇ

サラダ油……………小さじ１
スライスチーズ……１／２枚
サニーレタス………　２０ｇ

しょうゆ……………大さじ１／２
酒……………………大さじ１／２
片栗粉………………大さじ１／２
おろししょうが……小さじ１／２
塩、こしょう………少々

Ａ

生活習慣病の有病率※の中で、由布市国保が大分県市町村国保
（以下、大分県国保）平均を上回っているもの

糖尿病、高血圧症、脂質異常症、脳血管疾患（脳出血・脳梗塞など）、
虚血性心疾患（心筋梗塞・狭心症など）

一人あたり医療費

由布市国保　約４４万円 ＞ 大分県国保の平均　約４２万円

由布市国保の健診受診率は令和４
年度まで低下していましたが令和
５年度はやや上昇しました。
今年度も４月末に全戸配布する
「令和７年度由布市の健康おたす
けハンドブック」をご確認の上、
早めに受診しましょう。

●内容　精神保健医療福祉に関する相談、認知症についての相談
●日程

４月１５日㈫ １０月２１日㈫
５月２０日㈫ １１月１８日㈫
６月１７日㈫ １２月１６日㈫
７月１５日㈫ 　１月２０日㈫
８月１９日㈫ 　２月１７日㈫
９月１６日㈫ 　３月１７日㈫

●時間　午後２時～午後４時
●場所　大分県中部保健所由布保健部　
※前日までに電話予約が必要です。
●申込先・問い合わせ
　大分県中部保健所由布保健部
　☎０９７－５８２－０６６０

　日本赤十字社大分県支部では、「いざという時のとっさの手当や事故防止に必要な知識や技術」
を広めるため、次の講習会を開催します。
　講習会の詳細や申し込みについては、お問い合わせ先までご連絡ください。

月 日 時間 講習名 場所 対象 参加費など

５月
２２日㈭ 午後１時～午後５時 救急法基礎講習会 日赤大分県支部 一般（１５歳以上） １，５００円
２３日㈮
２４日㈯

午前９時～
午後４時３０分

救急法救急員
養成講習会 日赤大分県支部 赤十字救急法

基礎講習修了者 ２，１００円

６月 ２１日㈯ 午前９時３０分～
午後０時３０分

学科ＷＥＢ救急法
基礎講習会 日赤大分県支部 一般（１５歳以上） １，５００円

＋教材送料４３０円
●問い合わせ　日本赤十字社大分県支部　☎０９７－５３４－２２３７

令和７年度赤十字救急法等講習会（５・６月開催）

食推については
こちら

（％）

39.0

由布市国保 大分県国保平均

由布市は生活習慣病に
なる人が多くて、医療
費も高い傾向にあるん
だね。
どうやったら生活習慣
病を防ぐことができる
の？

わせください。ゆふ健康マイレージ事業に参加して健康になりましょう。
●問い合わせ　健康増進課　☎０９７－５８２－１１２０

①木綿豆腐はキッチンペーパーに包んでお皿にのせ、電子レンジ６００Wで３０秒加熱し水切りする。
②もやしはさっと洗ってザルにあげ水気を切る。サニーレタスは一口大にちぎり、スライスチーズは人数分に切る。
③  ボウルに豚ひき肉、①の豆腐、Aを入れ、よくこねる。
④  ③にもやしを入れる。混ぜながらもやしが小さくなるように手で折ってよくこね、１人２個になるよう等分
して小判型に丸める。

⑤  フライパンにサラダ油を熱し、④を中火で２～３分焼く。焼き色がついたら裏返し、ふたをして弱火で４～
５分蒸し焼きにする。

⑥  火が通ったら、半数にチーズをのせて再びふたをして火を止め、チーズが溶けたら器に⑤とレタスを盛り付ける。

作り方

（令和４年５月時点）

（令和４年度）
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 ５月のおはなし会 
●ゆふポ挾間図書館　　５月２８日㈬（毎月第４水曜日　午前１０時３０分から）
●ゆふポ庄内図書館　　５月１１日㈰（午前１１時から）
●ゆふポ湯布院図書館　５月８日㈭（毎月第２木曜日　午前１０時３０分から）
 ４月　テーマ・企画展示 
●ゆふポ挾間図書館　　特別展示（企画）「心にパシャ！ときめき写真えほん」
　　　　　　　　　　　特別展示（テーマ）「みんなでヨミニケーション♪」
●ゆふポ庄内図書館　　一般「本屋大賞特集」
　　　　　　　　　　　児童「賞をとった本」
●ゆふポ湯布院図書館　一般「舞台は喫茶店」
　　　　　　　　　　　児童「笑っていきましょう！」

ゆふポ挾間図書館 〒879-5506由布市挾間町挾間104番地1（はさま未来館2階・3階）
火～金午前10時～午後６時／土・日午前10時～午後５時　☎097-586-3150

ゆふポ庄内図書館 〒879-5413由布市庄内町大龍1400番地（庄内公民館内）
火～金午前10時～午後６時／土・日午前10時～午後５時　☎097-582-0214

ゆふポ湯布院図書館 〒879-5192由布市湯布院町川上3738番地1（ゆふいんラックホール１階）
火～金午前10時～午後６時／土・日午前10時～午後５時　☎0977-84-2604

休館日＜3館共通＞ 毎週月曜日・毎月最終火曜日・祝日・年末年始
https ://yufu. l ibweb. jp h_tosho@city .yufu. lg . jp

（由布市立図書館）

新着図書一覧 ～新着図書の一部を紹介します～

分　類 書　　名 分　類 書　　名

挾
間

一 般810.2 コ 図解で学ぶめくるめく日本語史の世界

庄
内

一 般378 オ マンガでわかる！発達障害の子どもとの接し方
一 般913.6 サ しらゆきの果て　　　　　　　　　澤田　瞳子 一 般498.8 タ 休職と復職の教科書　　　　　　　武神　健之
文庫本B914.6キ もうあかんわ日記　　　　　　　　岸田　奈美 一 般913.6 シ 魔法を描くひと　　　　　　　　　　白尾　悠
くらし596 コ ていねいな献立づくりがわかる本　小林　まさみ 文庫本B913.6イ 玉の輿猫　－お江戸けもの医毛玉堂２－　泉　ゆたか
健 康S494.6ク 外反母趾と足底腱膜炎自力でできるリセット法 絵 本E キ きをそだてるきこりのきこさん　室井　さと子
子育て599.0 マ 正しいお母さんってなんですか！？ 児 童913 コ カーテンコールはきみと　２　　　神戸　遙真
趣味娯楽P783.4ミ サッカードリブル解剖図鑑　　　　　三苫　薫

湯
布
院

一 般159 カ 前を向きたくても向けない人　　　加藤　諦三
郷 土H596 ワ 若杉ばあちゃんの野草料理　　　　若杉　友子 一 般498.3 カ 「頭の中のひとりごと」言いかえ図鑑
湾 曲627.9 カ 花束作りの花合わせレッスン 一 般673.3 カ お怒り対応マニュアル　　　　　　川合　健三
絵 本E ニ にくのくいーん　　　　　　　はらぺこめがね 一 般913.6 キ 岸辺露伴は戯れない　－短編小説集－
児 童386 イ 行ってみたい！日本の祭り くらし596 オ 午前７時の朝ごはん研究所　　　小田　真規子
ヤングY913.6ム オリオンは静かに詠う　　　　　村崎　なぎこ 幼児絵本E マ まほうのぱくぱくべんとう　　　まいのおやつ

図書館だより
— 2025. ４—

今
月
の
お
す
す
め

PI
CK UP!

『いのちの楽園　－熊本サンクチュアリより－』
佐和　みずえ　作　静山社　発行

しらべ学　489／サ

　熊本の山奥に動物
実験の役目を終えたチ
ンパンジーたちが暮ら
す施設があります。残
酷な話かもしれません
が人間が安全に薬を
使えるのは実験のおか
げでもあります。知っ
ておきたい一冊です。

ゆふポ庄内図書館ゆふポ湯布院図書館
　「鴨川ホルモー」な
ど多くの作品で独自の
世界観を見せてくれる
著者の爆笑エッセイ。
直木賞を受賞するま
での落選続きでいじ
けた日々、台湾サイン
会の思い出などおもし
ろ視点で語っています。

『ザ・万字固め　新版』
万城目　学　著　ミシマ社　発行

一般　914.6／マ

ゆふポ挾間図書館
　多くの人から注目される
ような美味しいレシピ「バズ
るレシピ」を発信する著者
が、超自信作だけれど「バズ
らなさそう」という理由で紹
介されなかった隠れレシピ
１１８品が掲載。リュウジさ
ん曰く「本当はこれこそ食べ
てほしい！」という熱い思いが込められた一冊です。

『リュウジのまだバズってないレシピ』
リュウジ　著　日本文芸社　発行

くらし　596／リ

由布岳山開き由布岳山開き
由布市と別府市の境に位置する由布岳の
麓で登山者の安全を祈願します。
日にち　５月１１日㈰
時　間　午前８時３０分から
場　所　由布岳正面登山口
問い合わせ

　  湯布院振興局地域振興課
　☎０９７７－８４－３１１１

黒岳山開き黒岳山開き
登山者の安全を祈願する神事が行われ、
記念品の配布などが行われます。
日にち ４月２９日（火・祝）
時　間　午前８時３０分から
場　所　庄内町　男池駐車場
問い合わせ
庄内振興局地域振興課

　☎０９７－５８２－１１１３

庄内神楽定期公演庄内神楽定期公演
日にち　  ５月１７日㈯
時　間　午後６時～午後９時
場　所　  庄内総合運動公園　神楽殿

（雨天時：庄内公民館）
問い合わせ

　  庄内神楽座長会事務局（庄内振興局地域振興課）
　☎０９７－５８２－１１１３

湯平温泉まつり湯平温泉まつり

日にち　  ５月１８日㈰
時　間　午前１１時から
場　所　  湯布院町内　湯平温泉
問い合わせ

　  湯平温泉観光案内所
　☎０９7７－８６－２３６７

塚原高原コモレビカフェ塚原高原コモレビカフェ
地元の農家の方たちや湯布院の人
気ショップによる出店、音楽や楽
しいワークショップなどが行われ
ます。
日にち ５月１１日㈰
時　間　午前１１時～午後４時
場　所　塚原高原　みるく村
問い合わせ
湯布院塚原高原観光協会
　☎０９７７－８５－２２５４

月一の奉月一の奉
日にち

　  ４月１３日㈰・５月１１日㈰
時　間]
午後１時～午後２時
場　所

　  乙丸公民館
問い合わせ

　  湯布院振興局地域振興課
　☎０９７７－８４－３１１１

YUFUIN RIDE ２０２５YUFUIN RIDE ２０２５
長距離コースと、初心者でも安全な短距
離コースがあり、自然豊かなコースを満
喫できます。
日にち　  ５月２５日㈰
時　間　午前９時１５分から
場　所　湯布院町内
問い合わせ
由布院観光総合事務所

　☎０９７７－８５－４４６４

ののイベントイベント情報情報春春

２０２５年・第６７回こどもの読書週間
●期間　４月２３日㈬～５月１２日㈪　　●標語 「あいことばは　ヒ・ラ・ケ・ホ・ン！」

 ゆふポ挾間図書館 
●４月２２日㈫～５月１１日㈰
　「ほん　de　しりとり★」
　「どうぞのいす～つなごうおすすめぼん～」
　「あいことばさがし」　「しおりの配布」
●４月２６日㈯　１０時３０分から
　「どんぐりのおはなしかい」
●４月２７日㈰　１日限定企画
　「かみコップでつくろう！こいのぼりけん玉」

４月のカレンダー　　　 　　休館日
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5
6 7 8 9 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30

５月の休館日 ３日㈷～６日(振休)・12日㈪
　　　　　　19日㈪・26日㈪・27日㈫

 ゆふポ湯布院図書館 
●４月２３日㈬～５月１１日㈰
　「好きな本を書いて花を咲かせよう」
　「図書館でミッションチャレンジ」
　「しおりの配布」

第７５回ゆふいん温泉まつり第７５回ゆふいん温泉まつり
由布院温泉の豊かな恵みに感謝する「献
湯祭」やお湯かきレース、伝統芸能の公
演など多くの催しが行われます。
日にち ４月２９日（火・祝）
時　間　午前１１時から
場　所　国民宿舎跡地
問い合わせ
湯布院振興局地域振興課

　☎０９７７－８４－３１１１

令和７年度令和７年度
由布市由布市

 ゆふポ庄内図書館 
●４月２３日㈬～
　５月１１日㈰
　「絵本クイズ」
　「しおりのプレゼント」

●５月１０日㈯　１０時３０分から
　「こどもの読書週間おはなし会」
　場所：キッズスペース
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く ら しインフォメーション

お
知
ら
せ

庄
内
公
民
館
主
催
講
座
「
セ
ル
フ

リ
ン
パ
ケ
ア
教
室
」
参
加
募
集

　

「
身
体
が
ほ
ぐ
れ
る
と
心
も
ほ
ぐ
れ
ま
す
。

１
日
５
分
~
身
体
の
ケ
ア
始
め
ま
せ
ん
か
？
」

　

ス
ト
レ
ス
軽
減
や
健
康
を
目
的
と
し
た
セ
ル

フ
リ
ン
パ
流
し
や
、
ス
ト
レ
ッ
チ
を
行
う
講
座

で
す
。

●
日
程
（
全
４
回
）

5
月
2
日
㈮
、
５
月
30

日
㈮
、
6
月
6
日
㈮
、
6
月
27
日
㈮

●
時
間　

午
後
７
時
~
午
後
８
時

●
講
師　

リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
サ
ロ
ン

　

Ｉ
ｎ
ａ
ｈ
ｏ　

小
川　

文
乃
さ
ん

●
場
所　

庄
内
公
民
館　
　

ホ
ー
ル

●
対
象
者　

18
歳
以
上
の
方

●
受
講
料　

１
，
０
０
０
円
（
初
回
納
入
）

●
申
込
方
法　

申
込
フ
ォ
ー
ム
、
電
話

●
申
込
期
限　

４
月
28
日
㈪

問
・
先
込
申

　

庄
内
公
民
館

　

☎
０
９
７

－

５
８
２

－

０
２
１
４

庄
内
公
民
館
主
催　
料
理
教
室

﹃
男
子
ご
は
ん
部
﹄　
参
加
募
集

　

庄
内
公
民
館
で
、
男
性
料
理
教
室
を
開
催
し

ま
す
。

　

料
理
が
初
め
て
の
方
か
ら
ご
参
加
い
た
だ
け

ま
す
。
料
理
を
楽
し
く
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

●
日
程
（
全
5
回
）　

5
月
17
日
㈯
、
７
月
12

日
㈯
、
9
月
20
日
㈯
、
10
月
18
日
㈯
、
12
月

20
日
㈯

●
時
間　

午
前
10
時
30
分
~
午
後
２
時

●
会
場　

庄
内
公
民
館　

調
理
室　

●
場
所　

ゆ
ふ
い
ん
ラ
ッ
ク
ホ
ー
ル

●
受
講
料　

２
，
０
０
０
円
（
年
間
分
）

※
１
回
目
に
徴
収
し
ま
す
。

●
対
象
者　

由
布
市
内
に
お
住
ま
い
の
方

●
定
員　

20
人

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

●
講
師　

気
象
予
報
士　

花
宮　

廣
務
氏

●
申
込
期
限　

５
月
17
日
㈯

●
申
込
方
法

申
込
フ
ォ
ー
ム
ま
た
は
湯
布
院

公
民
館
へ
電
話

問
・
先
込
申

　

湯
布
院
公
民
館　

　

☎
０
９
７
７

－

８
４

－

２
６
０
４

令
和
７
年
度
川
西
地
区
公
民
館

主
催
教
室　
生
徒
募
集
に
つ
い
て

●
実
施
教
室

①
竹
か
ご
づ
く
り
教
室　

15
人
程
度

　

５
月
~
12
月
の
火
曜
日
（
全
15
回
）
午
前
９

時
~
午
後
３
時

②
生
け
花
教
室　

10
人
程
度

　

５
月
~
令
和
８
年
３
月
の
土
曜
日
（
全
13

回
）
午
後
３
時
30
分
~
午
後
４
時
30
分

③
陶
芸
入
門
教
室
︻
前
期
︼　

定
員
10
人

　

５
月
~
９
月
の
木
曜
日
（
全
14
回
）
午
後
１

時
~
午
後
４
時

④
民
踊
教
室　

10
人
程
度

　

５
月
~
12
月
の
金
曜
日
（
全
13
回
）
午
前
９

時
30
分
~
午
前
11
時
30
分

●
受
講
料　

３
，
０
０
０
円
（
全
教
室
）

●
参
加
条
件

由
布
市
内
在
住
者
も
し
く
は
勤

務
地
が
由
布
市
内
の
方

●
申
込
期
限　

４
月
25
日
㈮

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
し
ま
す
。

※
別
途
、
材
料
費
・
保
険
料
・
運
営
費
な
ど
が

か
か
り
ま
す
。

●
対
象
者

高
校
生
以
上
の
男
性
（
全
5
回
に

参
加
で
き
る
方
）
由
布
市
の
方
優
先

●
受
講
料　

１
，
０
０
０
円
初
回
納
入
（
食

材
料
費:

各
回
５
０
０
円
）

●
講
師　

料
理
家　

田
中　

み
ど
り
さ
ん

●
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
筆
記
用
具

●
参
加
費

初
回
１
，
５
０
０
円
、
以
降
各
回

５
０
０
円

●
申
込
方
法

申
込
フ
ォ
ー
ム
、
電
話
、
窓
口

で
受
付

問
・
先
込
申

　

庄
内
公
民
館

　

☎
０
９
７

－

５
８
２

－

０
２
１
４

「
く
ら
し
に
役
立
つ
お
天
気
講
座
」

参
加
者
募
集
中
‼

　

「
自
然
の
や
さ
し
さ
怖
さ
」
を
知
り
災
害
へ

の
備
え
を
！

　

季
節
の
話
題
、
天
気
予
報
や
防
災
に
つ
い
て

分
か
り
や
す
く
、
笑
い
を
交
え
て
お
話
を
し

て
く
れ
ま
す
。
郊
外
学
習
も
あ
り
ま
す
よ
。
楽

し
く
学
習
し
て
、
く
ら
し
と
減
災
に
役
立
て
ま

し
ょ
う
♪
多
く
の
方
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

●
日
程

６
月
10
日
㈫
~
12
月
９
日
㈫　

毎
月

第
２
火
曜
日

※
11
月
は
休
講

※
８
月
は
第
３
火
曜
日
（
19
日
）
に
実
施

※




10
月
は
28
日
㈫
に
郊
外
学
習
を
実
施

●
時
間

午
前
10
時
~
午
前
11
時
30
分

問
・
先
込
申

　

川
西
地
区
公
民
館

　

平
日　

午
前
９
時
~
午
後
５
時

　

☎
０
９
７
７

－

８
４

－

５
０
２
２

寿
大
学
の
受
講
生
募
集
に
つ
い
て

　

挾
間
公
民
館
で
は
、
令
和
７
年
度
の
高
齢
者

学
級
「
寿
大
学
」
の
受
講
生
・
運
営
委
員
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
運
営
委
員
は
寿
大
学
の
授
業

内
容
や
企
画
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
す
。

●
日
時

年
６
回

奇
数
月
の
第
３
木
曜
日

午
前
10
時
~
午
前
11
時
30
分

●
内
容

令
和
６
年
度
は
消
費
生
活
・
防
災
・

人
権
講
話
、
映
画
鑑
賞
、
修
学
旅
行　

な
ど

●
入
学
資
格

挾
間
町
在
住
の
65
歳
以
上
の
方

●
学
級
費

１
，
０
０
０
円
（
修
学
旅
行
は
、

別
途
参
加
費
が
必
要
で
す
。
）

●
申
込
方
法

挾
間
公
民
館
（
は
さ
ま
未
来

館
）
３
階
窓
口
に
学
級
費
を
添
え
て
直
接
申

し
込
む
か
、
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
申
込
期
限

４
月
23
日
㈬

※
期
日
を
過
ぎ
て
も
随
時
受
付
を
行
い
ま
す
。

問
・
先
込
申

　

挾
間
公
民
館　

　

☎
０
９
７

－

５
８
３

－

１
１
１
８

盛
土
規
制
法
に
基
づ
く
運
用
が

始
ま
り
ま
す

　

令
和
５
年
５
月
の
「
宅
地
造
成
及
び
特
定
盛

土
等
規
制
法
」
（
通
称
「
盛
土
規
制
法
」
）
の

施
行
を
受
け
て
、
大
分
県
で
は
令
和
７
年
５
月

１
日
か
ら
法
律
に
基
づ
く
運
用
を
開
始
し
ま
す
。

規
制
区
域
内
で
盛
土
等
の
工
事
を
行
う
場
合
は
、

許
可
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
大
分
県
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

問
大
分
県
土
木
建
築
部
都
市
・
ま
ち
づ
く
り
推

進
課

　

☎
０
９
７

－

５
０
６

－

４
６
９
２　

シリーズ
由布市

人材育成教育49

「
由
布
の
魅
力
を
発
信
で
き
る
地
域
の

「
由
布
の
魅
力
を
発
信
で
き
る
地
域
の

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
地
域
に
貢
献
す
る

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
地
域
に
貢
献
す
る

自
立
し
た
〝
由
布
の
人
〞
づ
く
り
」

自
立
し
た
〝
由
布
の
人
〞
づ
く
り
」

　
「
由
布
市
人
材
育
成
教
育
」
に
つ
い
て
ご
意

見
、
情
報
提
供
な
ど
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
由

布
市
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
（
☎
０
９
７

－

５
８
２

－

１
１
７
９
）
ま
で
、
ご
連
絡
を
お
願

い
し
ま
す
。

域
の
皆
さ
ま
に
は
、
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な

成
長
を
見
守
っ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
子
ど

も
た
ち
の
成
長
の
支
援
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

な
お
、
昨
年
の
人
材
育
成
教
育
で
取
り
組
ん

だ
こ
と
に
つ
き
ま
し
て
は
、
３
月
の
自
治
文
配

で
全
戸
に
「
人
材
育
成
通
信
」
を
配
布
し
て
紹

介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

暖
か
な
春
の
日
差
し
の
も
と
、
由
布
市
内
の

幼
稚
園
、
保
育
園
、
こ
ど
も
園
、
小
学
校
、
中

学
校
、
由
布
高
校
の
入
園
・
入
学
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
こ
の
度
の
ご
入
園
・
ご
入
学
を
心
よ

り
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の
新

た
な
一
歩
は
、
未
来
へ
の
素
晴
ら
し
い
冒
険
の

始
ま
り
で
す
。

　

由
布
市
で
は
今
年
度
も
「
由
布
市
型
人
材
育

成
教
育
の
推
進
」
を
最
重
点
施
策
の
一
つ
に
掲

げ
、
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
人
材
育

成
教
育
に
つ
い
て
は
、
次
の
３
つ
の
柱
を
立
て
、

子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
支
援
し
ま
す
。

●
校
種
間
連
携
の
充
実

　

幼
稚
園
・
保
育
園
・
こ
ど
も
園
、
小
学
校
、

中
学
校
、
由
布
高
校
と
教
育
の
つ
な
が
り
を
大

切
に
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
校
種
間
の
接
続
を
深
め
、

子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
促
し
ま
す
。

●
「
由
布
学
」
を
通
し
た
「
情
報
活
用
能
力
」
の
育
成

　

幼
稚
園
教
育
、
小
学
校
低
学
年
の
生
活
科
、

小
学
校
か
ら
中
学
校
で
の
総
合
的
な
学
習
の
時

間
、
由
布
高
校
で
の
総
合
的
な
探
究
の
時
間
を

中
心
に
、
地
域
の
「
ひ
と
」「
も
の
」「
こ
と
」

を
題
材
に
し
た
学
習
に
取
り
組
み
ま
す
。

●
外
国
語
教
育
の
充
実

　

市
内
の
小
中
学
校
へ
Ａ
Ｌ
Ｔ
（
外
国
語
指
導

助
手
）
を
配
置
し
、
子
ど
も
た
ち
が
英
語
の
授

業
を
意
欲
的
に
学
習
で
き
る
よ
う
に
支
援
し
ま

す
。
ま
た
、
中
学
３
年
生
、
お
よ
び
由
布
高
生

を
対
象
に
英
語
技
能
検
定
受
験
料
の
補
助
を
行

い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
取
組
を
通
し
て
、
由
布
市
の
方
針

「
知
性
に
富
み
、
心
豊
か
で
、
た
く
ま
し
い
由
布

の
ひ
と
づ
く
り
」
を
実
践
し
て
い
き
ま
す
。
地

　由布市では、地域活動の維持・
向上を図るため、まちづくり・地
域活性の核となる人材育成に取り
組んでいます。その一環として、
中・高校生を対象とした青少年リー
ダーの育成を行っており、地域で
の活動や各種研修会への参加を通
じて、積極的に取り組む力やグルー
プをまとめる力を身につけるため
の支援を行っています。令和６年

●申込方法　次のQRコードからお申し込みください。
地域・グループ名 挾間地域（中・高校生対象）

「挾間ジュニアリーダー」
庄内地域（中・高校生対象）
「庄内ジュニアリーダー」

湯布院地域（高校生対象）
「湯布院リーダースクール」

湯布院地域（中学生対象）
「ちょぼらクラブ」

QRコード

●申込期限
　４月２５日㈮　※申込期限後も、随時受け付けています。
●問い合わせ【挾間地域】挾間公民館　☎０９７－５８３－１１１８
　【庄内地域】庄内公民館　☎０９７－５８２－０２１４
　【湯布院地域】湯布院公民館　☎０９７７－８６－２６０４

青少年リーダー（ジュニアリーダー）の募集について

度には、３地域で活躍する青少年リーダーを対象とした「由布市ジュニアリーダースクラブ」が発足し、地域
ごとの活動を始め、由布市全体での活動など、さまざまな体験活動に取り組んでいます。地域での学びや交流、
ボランティアなどの体験活動に興味のある方は、ぜひお申し込みください。

▲申込専用
　フォーム

▲申込専用
　フォーム

▲申込専用
　フォーム

ゲ
ス
ト
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
登
録
の
お
願
い

　

子
ど
も
た
ち
が
由
布
市
の「
ひ
と
・
も
の
・

こ
と
」
を
調
べ
る
際
に
、
情
報
を
提
供
し

て
く
だ
さ
る
ゲ
ス
ト
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
を
探

し
て
い
ま
す
。
各
公
民
館
に
は
地
域
人
材

活
用
指
導
員
や
地
域
学
校
協
働
活
動
推
進

員
が
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
得
意
な
分
野

の
ゲ
ス
ト
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
と
し
て
ぜ
ひ
ご

登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。

2829 2025. ４　市報ゆふ 市報ゆふ　2025. ４



　 農業サポーター

　 農業サポーター

　 農業サポーター

　 農業サポーター
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●
問
い
合
わ
せ　
社
会
教
育
課

　
☎
０
９
７
–
５
８
２
–
１
２
０
３

　

今
回
は
柏
野
公
民
館
（
挾
間
町
）

の
敷
地
内
に
あ
る
「
柏
野
石
幢
」
の

紹
介
で
す
。

　

基
礎
・
幢
身
・
中
台
・
龕が

ん

部ぶ

・

笠
・
露
盤
な
ど
、
い
ず
れ
も
平
面
八

角
で
、
龕
部
は
各
面
と
も
浅
く
船
形

に
彫
り
、
中
に
そ
れ
ぞ
れ
一
軀
ず
つ

六
地
蔵
と
閻え

ん

魔ま

を
配
置
し
て
い
ま

す
。
中
台
に
比
べ
笠
部
は
甚
だ
大
き

く
、
一
見
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
の
よ
う
に

も
見
え
ま
す
が
、
笠
部
自
体
の
厚
み

を
抑
え
て
伸
び
や
か
に
広
が
る
作
風

は
、
む
し
ろ
優
雅
さ
を
醸
し
出
し
て

い
ま
す
。
軒
口
は
垂
木
を
表
現
し
た

古
い
様
式
で
整
え
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

こ
の
垂
木
状
の
加
工
は
内
刳
り
の
奥

ま
で
は
伸
び
ず
、
途
中
で
止
ま
っ
て

い
ま
す
。
宝
珠
は
四
方
を
躍
動
感
の

あ
る
火か

焔え
ん

で
包
ん
で
い
ま
す
。

　

幢
身
に
は
、
「
永
禄
六
年
癸
亥
二

月
吉
日
建
立
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、

１
５
６
３
年
２
月
に
造
立
さ
れ
た
こ

と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

こ
の
時
代
、
大
分
を
支
配
し
て
い

た
の
は
鎌
倉
時
代
か
ら
続
く
大
友
氏

の
最
盛
期
を
築
い
た
大
友
義
鎮
（
よ

し
し
げ
、
の
ち
の
宗
麟
）
で
す
。

　

大
友
氏
は
、
一
度
は
毛
利
氏
か
ら

門
司
城
を
奪
還
し
た
も
の
の
、
再
び

兵
を
動
か
し
て
門
司
城
を
攻
撃
し
て

き
た
毛
利
氏
に
敗
退
し
ま
す
。

　
毛
利
氏
は
柳
ヶ
浦
方
面
ま
で
進
出
し
、

大
友
氏
も
局
面
の
打
開
を
図
り
ま
す
が
、

決
定
的
な
戦
果
を
あ
げ
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
。

　
こ
の
毛
利
氏
と
の
間
で
戦
乱
に
明
け
暮

れ
た
時
代
に
造
立
さ
れ
た
の
が
、
「
柏
野

石
幢
」
で
す
。

　
地
元
の
方
々
か
ら
大
切
に
守
ら
れ
て
い

る
こ
の
優
雅
な
石
幢
に
は
、
六
地
蔵
が
配

置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
六
道
（
生
ま
れ
変
わ
る
可
能
性
が
あ
る

世
界
）
で
苦
し
む
こ
と
が
な
い
よ
う
に

救
っ
て
く
れ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
六
地

蔵
が
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
戦
い

で
犠
牲
と
な
っ
た
方
々
の
慰
霊
の
た
め
に

建
立
さ
れ
た
も
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

春
夏
野
菜
を
植
え
ま
し
ょ
う
。

定
植
時
の
注
意
点

　

４
月
後
半
か
ら
春
夏
野
菜
の
植
え
付
け
が
始
ま
り
ま
す
。
肥
料
、
石
灰
は

あ
ら
か
じ
め
施
し
て
お
き
ま
す
。
直
前
の
投
入
は
根
を
傷
め
る
可
能
性
が
あ

る
の
で
避
け
ま
し
ょ
う
。
特
に
有
機
物
肥
料
の
鶏
糞
や
油
粕
、
ぼ
か
し
肥
料

な
ど
は
発
酵
熱
が
で
る
た
め
根
を
焼
き
ま
す
。
石
灰
類
は
有
機
石
灰
な
ら
ば

直
前
で
も
問
題
あ
り
ま
せ
ん
。
１
週
間
前
に
す
べ
て
投
入
し
準
備
し
て
お
く

と
安
心
で
す
。
定
植
す
る
苗
に
は
し
っ
か
り
水
を
や
り
、
根
回
り
の
土
が
落

ち
な
い
よ
う
に
し
て
植
え
傷
み
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。
植
え
る
穴
に
も
水
を

や
り
根
に
ス
ト
レ
ス
を
与
え
な
い
状
態
に
し
ま
し
ょ
う
。
春
野
菜
の
多
く
は

最
低
気
温
10
℃
以
上
、
地
温
15
℃
以
上
必
要
で
す
。

野
菜
別
の
定
植
の
仕
方

●
ト
マ
ト

　

葉
が
５
~
６
枚
の
若
苗
を
植
え
る
と
吸
肥
力
が
強
す
ぎ
て
初
期
成
育
中
に

樹
勢
が
強
く
な
り
着
果
が
悪
く
な
り
ま
す
。
一
番
花
が
咲
く
頃
が
最
適
で
す
。

若
苗
を
購
入
し
た
場
合
は
花
が
咲
く
ま
で
植
え
ず
に
軒
先
で
管
理
し
ま
し
ょ
う
。

深
植
え
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

●
ナ
ス

　

本
葉
５
~
６
枚
の
若
苗
を
植
え
る
と
一
番
花
の
付
き
が
遅
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
つ
ぼ
み
が
付
い
て
膨
ら
み
始
め
た
頃
が
適
期
で
す
。
逆
に
一
番
花

が
咲
き
終
わ
っ
た
苗
は
老
化
苗
で
活
着
不
良
を
起
こ
す
の
で
液
肥
を
与
え
樹

勢
の
回
復
を
し
ま
し
ょ
う
。

●
キ
ュ
ウ
リ

　

ト
マ
ト
や
ナ
ス
と
違
い
若
苗
の
方
が
活
着
が
良
く
初
期
生
育
が
よ
く
な
り

ま
す
。
本
葉
が
多
い
老
化
苗
は
定
植
後
に
液
肥
か
葉
面
散
布
な
ど
で
樹
勢
回

復
し
ま
し
ょ
う
。

●
ピ
ー
マ
ン

　

若
苗
を
定
植
す
る
と
一
番
花
の
付
き
が
遅
れ
ま
す
。
一
番
花
の
つ
ぼ
み
が

付
く
ま
で
育
苗
し
定
植
し
ま
し
ょ
う
。
つ
ぼ
み
が
付
い
て
い
な
い
苗
の
定
植

は
過
繁
茂
に
な
り
ま
す
。
逆
に
小
さ
い
実
が
付
い
て
い
る
よ
う
な
苗
は
定
植

し
て
も
な
か
な
か
生
育
し
ま
せ
ん
。
実
を
落
と
し
て
定
植
し
ま
し
ょ
う
。

●
ス
イ
カ
、
オ
ク
ラ
、
ゴ
ー
ヤ
、
メ
ロ
ン
、
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン

　

高
温
性
の
植
物
で
す
か
ら
気
温
に
敏
感
で
す
。
路
地
に
早
く
植
え
て
も
生

育
し
ま
せ
ん
。
ト
ン
ネ
ル
や
保
温
が
必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。
マ
ル
チ
で
地

温
を
上
げ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
朝
晩
の
最
低
気
温
は
15
℃
以
上
に
な
っ
て

か
ら
定
植
し
ま
し
ょ
う
。
目
安
は
５
月
中
旬
以
降
と
な
る
で
し
ょ
う
。

◆
問
い
合
わ
せ　

農
政
課　

☎
０
９
７

－

５
８
２

－

１
２
９
３

人　
　口

編集後記
▶桜の花びらが舞い、心温まる風景が広がる季節ですね。一方
で花粉も舞い、鼻がつらい思いをする季節でもあります。私も
くしゃみが止まらず、マスクが手放せない日々です。それでも、
この時期ならではの桜の美しさを眺めながら、少しでも心が軽
くなる瞬間を大切にしたいと思います。（え）
▶先日、大津留のミツマタを見に行きました。市外からもミツ
マタを見に来られており、話を聞くと、ミツマタ自体はここ以
外にもあるものの、これだけ一ヵ所に集まっているのは珍しい
と感激されていました。今季は間に合わないと思いますが、来
期はぜひ一度足を運んでみてください。（か）

税　
　金 今月の税／料
●固定資産税・・・１期分

●入湯税・・・・・３月分

納期限　令和７年４月３０日㈬

無料
相談 由布市無料相談のお知らせ
【行政相談】担当：行政相談委員
困ったら１人で悩まず行政相談
　本庁舎　　　５月１４日㈬午前 　９時～午前11時
　挾間庁舎　　５月２１日㈬午前 　９時～午前11時
ゆふいんラックホール ５月　７日㈬午前 　９時～午前11時

【不動産相談】担当：宅地建物取引士
土地の境界等、不動産全般に関すること（電話相談可能）
　本庁舎　　　５月１２日㈪午後 　１時～午後３時

【司法書士市民相談】担当：司法書士（要予約）
不動産登記、相続、金銭トラブル等の法律相談
　本庁舎　　　５月２１日㈬午後１時３０分～午後４時
　挾間庁舎　　５月１３日㈫午後１時３０分～午後４時
ゆふいんラックホール ５月は開催されません。

※２日前までの事前予約があった場合のみ開催します。
相談を希望する場合は必ず予約をするようご注意ください。
※予約の受付は会場ごとに行っています。本庁舎は総務課、
挾間庁舎・ゆふいんラックホールは各地域振興課へ予約を
お願いします。

【行政書士市民相談】担当：行政書士（要予約）
遺言相談、農地、温泉、成年後見等のお悩みごと
　本庁舎　　　５月　９日㈮午後１時～午後３時
　挾間庁舎　　５月１６日㈮午後１時～午後３時
ゆふいんラックホール　５月　２日㈮午後１時～午後３時

※２日前までの事前予約があった場合のみ開催します。
相談を希望する場合は必ず予約をするようご注意ください。
※予約の受付は会場ごとに行っています。本庁舎は総務課、
挾間庁舎・ゆふいんラックホールは各地域振興課へ予約を
お願いします。

エ　
　コ 大分エコライフプラザ情報
●「とっかえほん（絵本の交換）」を実施しています
　小学校低学年（２年生）までの方を対象に、家庭で不要に
なった絵本と「大分エコライフプラザ」で用意した絵本を
交換できます。詳細についてはお問い合わせください。

●再生家具・自転車の無料抽選（事務局抽選）
　申込期間　４月２５日㈮～５月４日㈰正午
※４月２８日㈪は開催されません。
　なお、当選の方には、電話でご連絡します。
●フリーマーケット・かえっこバザールについて
　出店希望の方は毎月、前月の１５日までにお申し込みくだ
さい。
　次回開催日　５月４日㈰
問大分エコライフプラザ　☎０９７–５８８–１４１０

防　
　災 防災ラジオの起動試験のお知らせ

　由布市防災ラジオの受信状況や動作確認を行うため、
起動試験放送を兼ねて実施します。防災ラジオの電源の
確認と、受信状態の確認をお願いします。
●放送内容の確認
　☎０９７－５８２－１３５０（自動音声）
問防災危機管理課
　☎０９７－５８２－１１４０

４月１６日㈬　午後４時５分ごろから

問総 務 課 総 務 係　☎ 097–582–1112
　挾間振興局地域振興課　☎ 097–583–1111
　湯布院振興局地域振興課　☎ 0977–84–3111

※当面の間、市役所での公証人無料相談会は休止します。
再開しましたら、市報を通じてお知らせします。公証人

相談を希望の方は、直接合同役場へお電話ください。
遺言、任意後見、離婚給付、債務弁済等の公正証書の相談
大分公証人合同役場 ☎ 097–535–0888

 公証人無料相談会 

国民
年金 おしえて！国民年金国民
年金 おしえて！国民年金

　令和７年度の国民年金保険料は月額１７，５１０
円です。納付書・口座振替・クレジットカード納付・
電子納付（ペイジー、インターネットバンキング、
スマートフォン決済など）で納めることができます。
保険料は納付期限までに納めましょう。
　国民年金保険料の前納をすると、納付方法、前納
の期間により割引があり大変お得です。

６ヵ月分保険料 １年分保険料 ２年分保険料

毎月納付 105,060円 210,120円 420,240円

現金・
クレジット

カード
納付

104,210円 206,390円 404,570円

割引：850円 割引：3,730円 割引：15,670円

口座振替
103,870円 205,720円 403,230円

割引：1,190円 割引：4,400円 割引：17,010円

問大分年金事務所
　☎０９７－５５２－１２１１

「令和7年度
国民年金保険料について」

ひとの動き
総人口33,575人（－11）
世帯数16,462戸（+120）

３月３１日現在（　）は前月比

男16,070人（－18）
女17,505人（+7）
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健康立市 みんなであいさつ“にこにこ笑顔”

市報ゆふではユニバーサルデザイン書体
（UD書体）を使用しています。

市報ゆふではＱＲコードを使用しています。
ＱＲコードは（株）デンソーウェーブの商標登録です。

あ な た の 生 ま れ た 大 切 な 日H a p p y  B i r t h d a y

　掲載希望の保護者の方は、電話（総務課☎097-582-1112）またはホームページでお申し込み
ください。対象は３歳以下で、過去に掲載されたことがない方（先着順）。
　申込締切：５月生まれ４月１３日 ㈰／６月生まれ５月２１日 ㈬

市報ゆふ　
お誕生日コーナー　
申し込みフォーム▶

変 更 便
変 更 日 ５／９㈮
変更内容 スクールバス各コースの帰り第１便の発車時刻が次のとおり変更になります。

コース名
（スクールバス） 始発バス停

発車時刻

変更前
変更後

５／９㈮
湯 平 コ ー ス 由布院駅前バスセンター 16：27 ⇒ 12：52

塚 原 コ ー ス 湯布院中学校 16：35 ⇒ 13：00

阿蘇野コース 小野屋駅前 16：23 ⇒ 13：08
スクールコース
（石城系統）庄内庁舎 16：33 ⇒ 12：53

運休と変更のお知らせ
運 休 便

運休日 コース名 運休内容
５／９
㈮ シャトルバス 大学病院 13:55 発、庄内庁舎 14:25 発の各便

〔コミュニティバス〕総合政策課
　　　　　　　　☎０９７−５８２−１１５８
〔スクールバス〕教育総務課
　　　　　　　　☎０９７−５８２−１１７７

問い合わせ

　中学校行事の開催に伴い、
スクールバス復路便の時間を

休日当番医
■ 内科・外科医
４ / ２０ （湯）ＪＣＨＯ湯布院病院 0977-84-3171
４ / ２７ （挾）何松内科循環器科 097-583-1131
４ / ２９ （挾）ひろたクリニック 097-583-5777
５ / ３ （庄）佐藤医院 097-582-3131
５ / ４ （湯）南由布クリニック 0977-85-5245
５ / ５ （挾）森本整形外科クリニック 097-586-3700
５ / ６ （湯）日野病院 0977-84-2181
５ / １１ （挾）さとう消化器・大腸肛門クリニック 097-583-8050

健康カレンダー
■ 挾間
４/２３㈬ ３歳児健診 挾 間 健 康 セ ン タ ー
４/２４㈭ １歳６ヵ月児健診 挾 間 健 康 セ ン タ ー
５/　１㈭ 乳児後期相談会 挾 間 健 康 セ ン タ ー
５/１４㈬ ３歳児健診 挾 間 健 康 セ ン タ ー
５/１５㈭ １歳６ヵ月児健診 挾 間 健 康 セ ン タ ー
■ 湯布院
５/　８㈭ 幼児健診 湯布院福祉センター

変更して運行するため、次の便は運休および変更となります。
ご利用の際はお間違えのないようご利用ください。

（９：３０～１１：３０　挾間健康センター）
ちびっこ広場

４月１８日㈮　読み聞かせ
５月　２日㈮　ちびっこ広場開放日

大
おおと も

友 駿
しゅんすけ

佑くん
令和６年４月２８日　挾間町下市

古
こちょ う

長 桧
か い り

凛くん
令和６年４月１２日　挾間町下市

坂
さかも と

本 笑
え ま

舞ちゃん
令和６年４月１６日　挾間町下市

仲
な か や

家 天
あ ま ね

音ちゃん
令和６年４月１６日　挾間町古野

湯布院地域
津田 淑子
（つだ　よしこ）

「困ったら 一人で悩まず 行政相談」行政相談委員のご紹介行政相談委員のご紹介

挾間地域
衛藤 公治

（えとう　きみはる）

庄内地域
安部 和子
（あべ　かずこ）

　毎日の暮らしの中で、年金や道路、国の仕事などについて、分か
らないことや困っていることはありませんか。行政相談委員は、こ
のようなことの身近な相談窓口です。由布市でも、総務大臣から委
嘱されている３人の行政相談委員が、毎月相談会を行っています。
なお、相談会の日程は、市報に毎月掲載しています。
　相談は無料で秘密は守られますので、お気軽にご相談ください。
●問い合わせ　総務課　☎０９７－５８２－１１１２
　総務省大分行政監視行政相談センター（きくみみ大分）　☎０９７－５３３－１１００
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